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近能・洞'１・松島は，2004年７)1に名古屋でのク
ラスター調査を実施した。その後，そのなかの複
数のメンバーによって７)1に|上九州，福岡。９)１
にはシリコンバレーの現地調査を行った１．２００５
年３月には，ノミllfを研究代表行とする「東アジア
の国際分業」１ｌ}究とも協調しつつ，上海・蘇州の
現地調査を行った。2005年度ｗ|には，ドイツ，
フランス，イダリアの現地調査を行った。ドイツ
では，ペルリン，ウォルフスブルク，インゴルシュ
ダット，ミュンスターを訪ＩＭＩし，フランスではソ
フィア・アンティポリス，イク(リアではミラノを
訪問した．
「|本国内では，洞｢|を｢''心として札幌，’１１１台，
けいはんな，ｉ''１戸における「知的クラスターハ'１戒
て}『業」の拠点を訪問し，大学，企業，オーガナイ
ザーの二者へのインタビュー調査を行った`・日
本国内については．「知(|(]クラスター創成事業」
の拠点となっている18地域について訪問すること
が当面の'二|標であるが，予備調査として訪lMlした
長野，高松，〕;〔都，また，Ｉ苣記の名古屋．北ﾉL州，
縞岡，札幌，（''1台，けいはんな，ｉ１１１戸を含め，現
化１０拠点を訪ＩｌＭした。残る８拠点は，①浜松｣[１１
城（オプトロニクス)，②岐阜・大垣（ロボティッ
ク先端医療)，③大阪北部（彩都）（バイオメディ
カル)，④徳);》（健康・医療)，⑤嵩111・高岡（ｌＩｌｉ
薬バイオ)，⑥金沢（ハイテク・センシンク)，⑦
広島（バイオ)，⑧宇部（メディカル）となって
いる。
2006年３）Iには，ドイツでの調査に協力を得た
ドイツ人研究背らと，天野・金・近能・洞「｜・松
島のメンバーが，名古屋・つくば・神奈川を調査
はじめに－［|米欧中でのクラスター調査－
１．クラスターの１１１１論
2．ものづくりクラスターの特徴－トヨタを''１心
とした企業'１１分業の空Ilil的柵進一
３．ものづく()クラスターの知的尚度化一目勅I|〔
メーカーの特許戦略一
`I・日本におけるものづくりクラスターの発展､「
能性
一九州における半導体生醗の集積一
むすび－今後の課題一
はじめに－日米欧中でのクラスター調査一
本稿では，日本における産業雌hIj地域のり!↓型と
してF1古屋からYIAll1Tljに至る地域を取り」こげ，そ
の特徴を明確にしたい。そのためのi((；術として，
ポーター（Port(】r［1990]）を１１１心として議論さ
れてきた「クラス祝一」に，いくつかの類型があ
ることを説[リル．そのうえで名T1,.1司｛・蝋'11市のク
ラスターが持つ特徴をlﾘ'１礎にする。本稿では，名
古屋から豊lllTlTに至るクラスターを「ものづく(〕
クラスター」と命脅し，その概念を税Iﾘ]する。ま
た，「ものづくりクラスター」の空Ｉ１ＩｌＩＷ構造と型
,'Ⅱ'１高度化の機能をﾘﾐ証的研究にもとづいてＩＵ１らか
にする。さらに，「九州地域に『ものづくりクラ
スタ－Ｊが形成されうるのか｣．という疑問につ
いて．同地域の実態調査および囚|ﾉﾘ・国際比較に
よって探求したい'・
本稿の作成にあたっては，グループによるフィー
ルド・リサーチの手法雪を採川した。研究経緯を
摘記すれば．以下のようになる。まず､天野・金．
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7４ものづくりクラスダーの特殊Ｉ１ｉと普遍性一グローバリゼーションとjⅡ的mKli化一
した。トヨタに1動I|[，デンソー，三菱瓶機１１１崎
マザック､産業技術総合Iﾘﾄ究所，「|産車体を訪問
した。2004年７１１以来の調査結外Lと仮説を，改め
て検証するとともに，新たな研究対象からのイン
タビュー調査を付けﾉⅡ|えた。これらのフィールド
調査による学習とグループ参ﾉjllメンバーによる討
論5を通じて，いくつかの(Ⅲ}究訓｛題を苑兇するこ
とができた。その－つが，「ものづくりクラスター」
の生成に関する糸１１:と，その機能を論ずる視点で
ある。また，兼背らの訪llllした))ir2柴柴憤地域は，
いくつかの特徴を行した「クラスター」として分
fri可能であることを発見した。
以下，第１節では、クラスターの分矧方法につ
いての議論を説Ⅲける。第２節では，ものづくリ
クラスターの空llil的分業IlW造について．その特徴
をまとめる。第３節では，ものづくりクラスター
における共同特許l(IiMLの状況を|ﾘ|らかにし，研究
開発の特徴と，クラスターの知的高度化の状況に
ついて説lUＩする。第４節では、九州を「シリコン・
アイランド」と位世づけている見方に対して，
｢ものづくりクラスター」との異｢７１を議論する。
むすびとして，１２記の各節で苑レルたＺ１１兆をまと
め，今後の課題をまとめる。
いう四つの狸lklであるから，経済学そのもの．あ
るいは，産業ＩＵ１充において考察される標準的な思
考枠組みの図式化lスl:のものではない。そうであ
るからこそ，政府の政簸，ソーシャル・キャピタ
ルなど，ポーター［1990］に示されたオリジナル
な「ダイヤモンド」では|陽炎的に説Ⅲ]されなかっ
た要因を，ポーター［'998］において，改めて詳
しく取り上げることになったのかもしれない。ポー
ター［1990］が絲済学１１<ljlElklに傾斜していたのに
対し，ポーター［1998］は。経済政策と社会・文
化的要因を迫力l1したことになる。
ボーダー［199()］は．絲済学において伝統(１１で
あった「産業集耐」という概念を「クラスター」
と呼びかえた。マーシャル［1920］にはじまると
される「産業雌ｉｆi」の(ilf穴は，ポーター［1998］
も『)|川してはいるが，学説史を辿って企業活動の
空間的な凝染というIli態に「般初に」着目したの
かは誰であったのか，をＩｌＩｌうと，その硫定的な回
答は難しい。その答えは「産業集積」や「クラス
ター」の定義に依イル，さらに極論すると「経済
学」の定義にまで立ち返る必唖が生まれるからで
ある。たとえば，スミスの|醐《論（Smith［1776]）
にも都Tljの成長についての二つの章`がある。要
するに，「クラスター」と「産業集積」という概
念を経済学説史(1VにWUll1する，というアプローチ
は，非常に困難なものであり，数多くの学説の羅
列となるにすぎない。木脇では，クラスターと産
業集積を同義として議論を進める。
1．クラスターの理論
ポーターの著作をどう理解するか
産業クラスターの研究において，ポーター
(Portel.,［1990]）のＩｌ１究をｌｌｌ発点とするものは
多い。たとえば，イブ向［2003］朔１章第３節は，
｢クラスターのメカニズムを詳刑||に説Iリル」（２ペー
ジ）ているというが，その説|Ⅱ|のほとんどはポー
ター［1998］の要約と解説に等しいものであって，
石倉［2003］独lilの「メカニズム」が説lU1されて
いるとⅢ'1解することは容易ではない。イブ｢倉［2003］
第１章には，文部科学尚の三IijW(する「知的クラス
ター創生政策」と絲済)韮柴宵の=iそ弊する「産業ク
ラスター政簸」のﾙ{{介が．「メカニズム」の説|Ｉ１
に滑り込まされているが．そのｲi効性こそが，評
価の対象である。
そもそも、ポーター［1990］に示されている
「ダイヤモンド」のモデルも，需要条'１:，要素条
件，企業戦略と競争職境，ＩｌＵ述産業・支援産業と
競争のグローバル化とクラスタリング
経済のグローバル化が進んだこの数十年，直接
投資や戦略提lMjなどをj、じぃ企業は事業の空間的
広がりを臓極的に拡りl《してきた。グローバルな事
業展開を企業の競争催位形成の条件として位置づ
け，その体系化を試みた研究として，マイケル・
ポーターが編稗背となったＣＯ'"PCtitio〃ｉ〃Ｇ/o‐
l)α/ｍ(ｌ１ｌｓｔ'↑(〕猯がある（Porter［1986])。
この普諜の''１で，彼は企業のグローバル戦略を
｢配置（allo〔Yltiol,)」と「調確（coordiI1ation)」
という２つのコンセプトから分析している。「配
置」は．ポーター［1985］が提示した「価値連鎖」
の国際的な分|M〔配殻のことを指し，「調整」は分
散配満された拠点'''1の綱『雛のことを指す。そして，
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グローバル戦略を「集''１配置か分散された活動の
調整か，あるいはその両方によって|、際的な競争
優位を確保しようとする戦略」（Porl(ｗ［1986]，
35ページ）と定義し，「グローバル戦略の競争|型
位，ひいては企業のグローバル化のlliilklをＨ１解す
るためには，iilmliﾉﾉをグローバルに雌ｌｌ１したり，分
散した活動を訓轆して，低コストか差)'''化に到達
できるための条件を知らねばならない」（|司書．
36ページ）としている。そして，その条件を，①
ili場の近接性，②H1模の経済性と絲験効果、③in
肋の連結や調整の妙，④各国の比較優位に求めて
いる。
ポーターのこのフレームワークは多国籍企業の
ｆｉｉも１１〔本的な行１１ﾘﾉ１１;(1111を我々に与えてくれる。そ
してこの行動原1111をリアルにｌｌＩ１解することが，グ
ローバル化した経済空'1MのLliで，なぜ特定の地域
に藤業が偏在するのかということの考察につなが
る。グローバル化する業界の中では，企業が国際
的な競争優位を形成するうえで必哩な「立地環境」
を提供できなければ，その地域は血｣11競争に敗れ
去ることになる。そして，この「文｣u環境」の求
要な要素として．「産業集積（クラスター)」とい
う概念が登場することになるのである。
ポーターがグローバル戦略の純争催位の条｛1:と
して挙げた四つの条件のうち，「Fri紫集積」は少
なくとも三つのファクターと関係してくる．①ilj
場の近接性については，産業集Wjの巾場としての
規模や質などの特性が指摘できる。②蜘模の経済
Wliと経験効果については，産業柴WjにlIjlj存する諸
資源の量や質，その地域の歴史的な絲路依存性が
考慮される。④各111の比較優位という条(1:からは，
１２１際的に見たときのその地域の特性，その地域が
強みを持つ経営資源は'１Ｉかという'''１題を考えさせ
られる.
産業集積は企業の競争戦略や立｣luilil(略と深く関
係している。そしてＩ砿業集積の鞭ｲﾄﾉﾉを検討する
ことは，その地域が、グローバル化した経済空'１１１
を前提として，内部の企業を育て．外部からの投
rfを'１Fび込めるかということを'吟味することなの
である。
現代の多国謡企業は，研究開発．製造，販売，
サービスの諸Wi肋を世界中に分散させている。な
ぜかといえば，一つには市場が分|M(しており，ＩＩｊ
場の近くで711鑓i1Ii動を展開しないとローカルな競
争優位を維持できないためであり，いま一つには
当該企業が本拠｣'１１とする母国だけでは．国際ｉ１１な
競争優位を形成・持続させるために必要な経営資
iMiをすべてluIliLすることができないからである。
|ﾘＩＥＩや特定lIlへの集中投資に'１１(界があることは，
ロ本企業のこれまでの国際化戦略のありようを見
ても明らかであろう。
したがって．満在的な立地競争に晒される｣111域
は．企業が必喚とする経営,資iMiをすべて網羅する
というよりも、なんらかの特徴（比較優位性）を
２１：み出していかねばならないそして－定以ｊ２の
産業規模（スケール）を確保していかなければな
らない。藤業lｲﾐ繭（クラスター）を中核として，
特定の分野において比較優位性を！)ｉｉ化していくこ
と，そして瀧蝋規模を確保してプレゼンスを高め
ていくことが，地域政策の敢要な原則であるのか
もしれない。
このようにみてくると，「産業集積は，企業の
IIRI際的活動をiii提とする」ということになる。廠
業集積地域では，その地域で製造される製品をす
べて消費することはできない。したがって，製造
された製,V,の販売先が確保されている`必要がある。
門古屋で製造される自動車は，名古屋だけでiiIiYIl
できない川I桃になっている。九州で製造される
LSlもまた，ノＬｌＩＩのみではiili1llできない。クラス
ターは，グローバル化と並存する。クラスターが
成長を続けるためには，企業Mi勅の国際化が戦略
的に追求されなければならない。
国際分業ネットワークと産業集積の比較優位性
多国籍企業のグローバルな事業展開やネットワー
ク形成と，砿業集積の比較優位形成との関係性を
論じた文献として，マッケンドリックードナーー
ハップｊ－ドによるProﾉ〕ＩＳｉ/icoﾉﾊﾉ､//③i(ＯＳﾉﾉ,宵(【＿
ﾉ)o'．cは注'二|に(１１'!する（MCI（〔'11(１１．ick，Dollel･ａｎ(I
llaggard［2000])。彼らは111)l）（ハードディス
クドライブ）業界における米１１１企業の戦略展|刑を
分析し，198()〈|ﾐ代以降，米国シリコンバレー地|Ｘ
で起業した斬りu企業がシンプル１１－ルを中心とする
Ili南アジアjIIllXに1,l々と立地腱|ルル．現地でロー
コスト鎧廠休ﾙﾘを築く一方で．シリコンバレー地
区ではドライブの研究開発に特化し，開発のパフォー
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マンスをifliめていった事実をl川らかにしている。
詳細は犬Ｕｌｆ［2005］や天野・力Ⅱ藤［200'１］に譲
るが，この業界では、1980年代後半以降，コンピュー
ターとドライブのインターフェイスは標準化し，
ドライブは3.5インチがドミナントデザインとなっ
ていくなかで、低コストで大量に弧,ｌｌｌＩを製造する
能ﾉ｣が一つの戦略ドライバーとなった。また新製
品立ち上げ'1ｹﾞの量産化に伴う１１}|題解決は，Ｌｌｉ南ア
ジア地区のiilm猫ili動の現場で．メディアやヘッド．
モーターなどの要素部品の製造を担う部,ｌｉ１１,メーカー
と協力して進めなければ，短縮化ﾘｰるライフサイ
クルのなかで収ｉｉｉを21ﾐみ出すことはｌＩｌｔ々離し<なっ
ていった。
このような畷境下，米系や｢Ｉ系のドライブメー
カーや部１Ｍメーカーは自国とアジアの役fT先国と
の国際分業の境界線を．東南アジアIl1lにシフトさ
せ，現｣'11の能ﾉﾉ形成を急いだ。その$IIillL，liIifiア
ジア地区には，ＨＤＤやその部!'ｉｉ１１の17|【Pi(;に伴うあ
らゆるＩⅢ|題解決を瞬時に解決し，新製,１，１１，の立ち上
げ品質のlfil上について高いノウハウをｲiする産業
集積が形成されていった。立地が］ﾘﾉ:地を１１１１ぶかた
ちで，ドライブメーカーや部,?,メーカーは、新規
投資をこの｣'11城に集中させ，関連１１Ｍ|先とlji場レ
ベルで迎挑を強化し，ドライブの生醗について知
識とノウハウを有する技術者やオペレー契一を１１１
対的仁安Illliなコストで大量に孫lllしていった。こ
うして形成された産業集積は，アジアの'|'で敬産
拠点の有望な立jlll先として【ＩＥＩ国が台lj【iしてからも，
長らくその侭位性を低下させることはなかった。
一方，彼らは東南アジアとの国際分柴を図るな
かで，本ｌｎＩｌｌｌの研究開発能力を強化していった。
大野［2005］によれば，ＨＤＤの業界で，’三１本の
ドライブメーノノーや部品メーカーがljjl際分業を進
めるなかで，｜]本(１１１の要素技術の基磁IＩ}究Ｉ)'１発や
ドライブや部,W,の製品化その検査やグローバル
なプロダクション・オペレーションの統ｌｉ１ｉ管lM1に
多くの経営fYili(を;ﾀﾞﾘ〈ようになったこと，また国
際分業によるzli業構造の転換を通じてパフォーマ
ンスを高めていったことが記されている。そして，
本国'１１'１では，113発機能を高めるためのネットワー
クが極化されることとなった。
テクノロジー・クラスターとオペレーション・ク
ラスター
マッケンドリックードナーーハッノｊ－ド（Mc-
I(〔､､〔I]､i(､I(，｜)ollol･alldHaggar(｜［2000]）も．こ
のような111災に昔日し，ＨＤＤ業界における米国
シリコンバレーや日本列島などのように，もとも
と産業の(i'|生１０１から産業のjiL樅をｈし．’五l際分業
が進展するなかで、むしろ1Ｊ}究Ⅱ胤発の機能が強化
されるようなjUl域のことを技術|則迦架臓（テクノ
ロジー・クラスター，tcch1lologycll】ste１．s)，シ
ンノノホール，タイ，マレーシアを'''心とする東南
アジア地域のように、グローバル企業が製造にお
けるⅡlliAの経済と経験効果を追求-ﾘｰるために，も
のづくりを根付かせる地域を生藤関jllI集積（オペ
レーション・クラスター，Ｃｌ)(wlltiol1(yluste1.s）
として区)|'Iしている。そして，iiIli｣ul域の国|漂分業
のネットワークをj、じて，異質な職業集械空llliに
｜11を~ドろし，文｣'11特殊優位性（IC〔PatioI1-sl)ecific
adv&１１]tag〔､）を擶築し，利川することがこの業界
で持続ＴＩ｢能な競争優位性を築くための条('|:である
と述べている。
彼らはまた，テクノロジー・クラスターとオペ
レーション・クラスターの「雌械の経済（ag-
glomoratioIleconomies)」を次のように整理し
ている（第１表)。
テクノロジー・クラスターでは集臓内に立地す
る企業が得られる経済的IHI益として，①新しい技
術やilj場機会の早期の認知．②多くのスタートアッ
プや技術のスビルオーバーをjlllじた所しい技術や
製ｌＶ１・サービスの創出，③巡迎な''11題解決と製品
１%１発，④ペンチャーキャピタルのf1l111imJ能性，⑤
各技術分野に専門化され．異質化された人材のプー
ル，⑥製,ｌｉｉ１,イノベーションの巡速な棋倣，などが
挙げられる。
他方，オペレーション・クラスター内では，①
低い輸送コスト，②バリューチェーンの段階間の
輸送Ⅱ`fllllの短縮，③生産における規樅の経済，④
生i聡のliLい立ち上げ，⑤二[ﾄMや職能ごとに専門化
され，熟練を横んだ人材のプール，⑥組立，製造，
物流にｌＩＵ－ｌ－るイノベーシ三リンの辿速な模倣．⑦サ
プライヤーへの品質のモニタリング．⑧低い在庫
コスト，などが集積の便益である。
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第１表テクノロジークラスターとオペレーションクラスターの「集積の経済」
テクノロジークラスダー オペレーションクラスター
①新しい技iliiや'１j場機会のｉｉＷ１Ｕ)認ｉＩ１
②多くのス役一トアップや技術のスビルオーバーを
julじた新しい技術や製品・サービス(ﾉ)尚ｌｌｌ１（例：
人材の流釛''1:）
③迅速な製Iii｝,|)M発（ＩｌＭ題解決に｣jける近接性）
④ペンチャーキャピ側ルの利I11TjJi1fll:
⑤各技術分野にＷ１ｌｌ１化されたYiLfy(な人ｲｲのブール
（例：プログラマー，電気1:学の技術昔，化１４の
技術音，物ｌ１ｌ１の技術音、技術マーケヌーなど。た
とえばディスクドライブのデザイナーやサーボモー
ヌーの技術行）
⑥製砧イノペーションの迅迎な棋倣
①低い輸送二'スト
②パリニIL-チェーンの段階間の輸送ｌ１ｌＩＩｌ]の短縮
③生産における岨械の経済
④'上座の'１〔い”）上げ
⑤]程や職能ごとに専門化された人材(ﾉ)ブール（例：
プロセスエンジニア，テクニシャン．調達管理荷。
熟純を稔んだアセンブリーワーノノーなど）
⑥紺立，製造．物流に関するイノペーションの迅速
な模倣
⑦サプライヤーの興造プロセスにおける品質モニタ
リング
⑧l【い在1噸コスト
'１１所：McKoll〔Iri(､k・Dollorall(IIlaggar(１（2000)，Ⅲlii．
テクノロジー・クラスターの具1,1《i1Vな特性につ
いては，アナリー・サクセニアンが言ｉｉ普尺“io"〔Iノ
ハ(ﾉ(）ＨＭＩｇｅでＩＩＩｌｌｉいたシリコンバレーの世界をAu
い起こしてもらえればよい。1960年代、フェアチャ
イルドを中心として，主として半禅休産業の分野
では家族主義(1<)な文化が培われた。リーなわち開放
(1()で，技術に対して食欲で，横M1i｢１Vにリスクをと
り，コミュニティに奉仕をする文化は，半導体や
コンピューター．ネットワークなどの産業分野で，
この地域が世界のリーダーとなり，産架規模を仙
人していくなかで，この地域に１１１１め込まれた内
{l{il1な産業文化（il1dustrial(vuItu,．(1)となった
(Saxenian［1994])。先のＨＤＩ）（ハードディス
クドライブ）も，〕〔々はこの地域で生まれ，世界
に羽ばたいた産業である。
サクセニアン（Ｓｉｌｘ(lnian［1994］）は，ヒュー
レッド・パップノードi《|:を代表とする水平的関係111;
を軸につくられた米IIil西部のシリコンバレーと，
l〕ＥＣﾈI:に代表される正直統合された経営政蛎が
芝配的であった1'Ｉ部のルート128とを比較する。２
つの地域はⅢ大学やベンチヤーキャビ狭ル，起業
家といった研究|＃|ｿﾞﾋﾞ型集積の機能という次元では
此皿している点もあるが、車要な迎いがある。す
なわちシリコンバレーでは，１１６|々人の'21苑的な起
業家マインドと｣'11域に綱の口のようにめぐらされ
たネットワーク，技術や産業を育て。」11城に奉仕
しようという文化などに支えられているため，過
去の環境変化のなかでも、そ;'1を超克するダイナ
ミズムをLliみ'|Iしてきた。他方で、東部のルート
128は，政府や人企業の中央染椛性が強く，ネッ
トワークも分lljiされており．柔軟性が乏しく，過
去の産業変化の過桿で，集械地域の衰退を招いて
しまう。
産業文化の進化
シリコンバレーと東部ルートl28iイト線という２つ
の地域の比鮫は，研究IlM発型の旅業集積にとって，
地域の産業文化がいかに大切かということを物諦っ
ている。lTilllIに，こうした文化を政策によって他
地域に移すことが，それほど容易ではないことを
11%示している。1950年代の可(yli予算主導の時'01か
ら2000年代に１１る50ｲ'三余の11M'１１１に肴目した場合．
その文化(|<jlJjl定性を強調することは可能である。
しかし，５０ｲ|ﾐﾊ１１墜の時間を設定すれば，地域の産
雛文化が変容する可能性も商い。この点について
は〆今後の'1`(IlIな検討が必要であるが．法政入学
の調査によれば．フランス南舟ｌｊのソフィア・アン
ティボリスに代表されるように，政莱主導であり
ながら，産業文化の形成と1ﾘ}充|冊１発拠点の集IYi化
に成功したと`１，１Ｍ)れる地域も少なからず見られ
る7．産業文化の形成プロセスも含めて，政莱の
ＩｌｌＩ与のあり方を|衡討する必要があろう。
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(ﾘ)えに生み出される産業の「多様性」と「規摸」
は，４１Ｉ産関連の産業集積の競争ﾉﾉを検討するとき
に不TTI欠な要素となる。一般的に，’二1本0”l:業雌
Wiはそこに内包される産業の「多様性」を強みと
してきた。そのことは日本の産業構造や産業の競
ｲﾘﾉを議論するときに重要な要素であることは艇
いがない。しかし反I1iiで，国内の生産が海外にシ
フトしていくなかで，日本の生産関迎染ｉＩｉが「規
棋」としての強みを失いはじめている。このこと
については留意が必要である。
他血海外，とりわけアジアのオペレーション・
クラスターは「資源蜘模」そのものを強みとして
きた。とくにアジア諸国の経済発股の初１０１段階で
は．柿ｌｌＩ指lfjl型の外資政策によって，多数のﾂﾌﾞ(Ｈ１
雌約(111な工場が「輸出加工区」や「経済特)}'Ⅱ(」
などに誘致された。これらの地域では圧倒｢|<Iな(lf
ri余ﾂﾅ勘ﾉjを提供できたが，逆に言えばそのこと
のみがこれらのクラスターの強みであったと言わ
ねばならない。
そこには[1本の多くの産業集積で見られるよう
な，）I/:｣'11企業間の稠密にして柔軟なlIW)''１１係や分
紫'19係の進展は存在せず，多|到籍企業によって識
IiJiされた労働集約的工程は．ローカルな藤雌シス
テムとは無関係に，本国や第三国とのlJil際的な分
雄ネットワークの中で，その役;';'１を染たﾘｰのみで
あった。
しかし，マッケンドリックードナーーハップノー
ド（MCI（Cl】drick，Doneran〔IHaggal･(｜［2()O[)]）
や犬野［2005］のＨＤＤ産業のケースが示すとお
り，１鞭業が発展し，産業規模の拡人と技術？IIil1iの
進展により，企業に求められる競争条件が変わる
と。当初は低賃金労働力の提供が主たる役割であっ
たオペレーション・クラスターの位置づけが変化
していく。量産規模の拡大に必要となるfi砿試作
以降の1%1発プロセスを現地に持つ必要性が高まり，
サプライヤーとの稠密な企業liilllU係を現地で|ﾄﾄﾞ簗
する必｣喫性が'1}てくる。獲得する人材は，（|iなる
Ｉｌｆ(↑金ﾂ)働者の域を超えて，その分野の生産にＷｉ
ｊｍし，技術のわかる現地人や管jM1職まで広がって
いく。現地の産業集積には様々な職務のﾂ)働ilj場
が形成されるであろう。
藤紫苑腱のプロセスで，オペレーション・クラ
スターは，低賃金労働など，単一資源の規棋に依
拠する優位性から，提供する資源の「多様性｣，
ひいては産業擶造の「多様性」にもとづいたより
rli次の優位性へと．競争優位の要素に厚みを1Ｗし
ていくことになる8。その結果，日本など先進i満
１１１のオペレーション・クラスターの一部は、後ｿ6
11Jであるアジアのクラスターと競合することにな
ろう。前音のクラスターが「多,様性」と「Hllh」
の優位性を同時に生み出すことができなければ，
アジアのクラスターにその役割を譲らざるをえな
くなるＴｌ｢能性は低くない。多岐にわたる分業１１９１糸
クラスターの分類
蛸ｌＩＸ１のように卯横軸に組織機能の統合化志|イリ
か，組織機能の分散化志向か．縦軸にlGl1lI企業三ii
iAiuI11発展か，政府主導型発展か．という瀬>１１１をＩＩＪ
げると，四通りの「クラスター」を純II1化するこ
とができる。クラスター概念そのものは，製造業
に|Ｉ↓定されることなく、秋葉原のfLi気街，ブロー
ドウェイのシアター，ナパバレーのワイン醗造な
ど広範に適川可能な概念であるため，水1ﾘﾄ究では，
製造業に限定して，その分緬を行いたい。
組織機能とは，ｉｔ業組織の有している機能であ
り，具体(1(]には，生産・販売・企画・設計・研究・
ＩＷｌ苑.Ⅱｲ勝・人事・情報システムなど，総街管ｌｌｌ１
の領域を示す。組織機能の統合化志lljlとは，これ
らの経営管理の機能を，本社を１１１心とした地域に
統合しようとする発想を指す。この発想は，｜ⅡlliIi
に戦略として文章化されていないかもしれない。
したがって．「暗黙の戦略（tacitstl･atcgy)」と
いうこともできる。それは，企業組織述憐におけ
る紺織の常識であり，志向性である。
jiYllxlの第１象限は，本稿で我々が「ものづく
りクラスター」と命名し，その具体Wllとして名『'１．
１誼から殿lllTii周辺に至る地域の特徴をhllllIするfii（
城である。その発展過程の19発性と，製造ilMi1Iの
具体性については、本稿、第２節および第３節で
詳しく縦論する。この地域においては，トヨタを
'''心とした企業ｌＩｌ１分業が成立している。トヨタの
｢l1IIi黙の戦略」は，この地域にすべての経'勝機能
をワンセットで揃えることである。そのうえで，
jlI艇する機能を海外に持つ。「ものづくりクラス
ター」とＩＩＰぶｊｌｌｌ域には，研究開発から製造，販売
など，すべての活動がある。歴史的な経紳を長く
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クラスターの議論と違うのは．Ｉ孟海を中心とする
地域が急速に変化し，’''１lilローカル企業による研
究開発も進展している，というI};実である。1990
ｲＩ三代における_上il1jの経済特区は，川|］：．組み立て
の拠点として~[場の柴IWiが兄られる地域であった
が，2000{'三代になると．そこに企iMii・設計という
機能を統合化していく1Ｊjきがみられる10。また，
シンノjボールにおいても，科学技術に立ＩＭＩしたイ
ノベーション(i'１１１１を弧うﾉ〈学があり，ノjll工・組み
立てという活llijjに特化ﾘｰるのではなく，研究・開
発から製造に至るプロセスを統合する動きが顕著
である'1゜そうしたl1lMi1jの雌ｉｉｉ地域として，この
類型を捉える｡こうした意味で、この象眼を「開
発型クラスター」と呼ぶ。
観察すれば，政府による1ｵ;業f71lt政漿の恩恵を受
けてきた時lU1を探すこともできるが，jiL水仙には，
民間企業の活動によってクラスターが形成さ;|'て
きたと言えるｃ
第２象眼は，マッケンドリックードナーーハッ
ガード（McKell(11.i(wk，Ｉ)()11()l・fllldHaggal･(１
[2000]）によるテクノロジー・クラスダーに近い
が．詳細な議論における述いの指摘が可能なこと
から，本稿では「ネットワーク・クラスダー」と
呼ぶ。具体例としては，シリコンバレーが該当す
る。シリコンバレーにおいては、研究１%|苑から製
造活動まで－貸したものとして追求されるという
よりは，むしろ，研究１%１発i円iﾘﾉと設計に重点がお
かれている。製造iilMi11そのものは，Il1llil・台湾の
半導体製造企業に委託されている場合も多い。１：
場での製造活勁を分|M(化し，アウトソーシングす
ることが，シリコンバレー企業にとっての常識で
あり．「暗黙の戦略」である。蛸ｌ象眼と|可じく，
歴史的にはアメリカ政府によるＷ(jliT3算の恩恵を
受けてきた時期があり，その恵'１，|(で冗全な民'''１主
導ではないが，以下に述べるｆｉ１３象ｌｌ４・第４象眼
と比較すれば，その比１１ｔは低い。
第３象眼は，研究１%１発に特化し，政府主導で生
み出された「リサーチ・パーク」が該当する。北
九州学術研究都Tlj，つくば学術研究都ilj，けいは
んな学術研究都TlJ、ソフィア・アンティボリス
(フランス．カンヌ北部)，ミュンメター（ドイツ
西部）といった地域が「リサーチ・パーク」を形
成しており，そこに，政府黄金が投入されて「産
学官連携」による1ｌ}究llM苑ii1i11ﾘ1が行われている。
これらのリサーチ・パークは「クラスター」とし
て存在しているが，企業組織の機能としては，研
究・開発しかない。企業組織の機能は，徹底して
分散化されていることになる。こうした地域の開
発には，地方政府ないし''1央政ｌ１Ｉｉから投資が行わ
れており，その財ilI;(は．「'1税にほかならない鴇。
第４象|ｌ(は，マッケンドリックードナーーハッ
ガード（MCKell('1．iCk，｜)Cl〕(91．ａｌｌ(IHaggal･(ｌ
[2000]）によるオペレーション・クラスターにほ
ぼ対応する。たとえば，ｌ:illjでの製造Wi動は、多
国籍企業の工場にリードされたものであり，投資
優遇税制の存在が多１１１職企堆の誘致に大きく寄与
している。マツケンドリックらのオペレーション,
第１図クラスターの類型
民'''1企雛=iZ禅KIl
ものづくリ
クワスター
ネットワーク・
クワス拭一
組織機能の
分散化
細織機能の
統合化
開発型
クラス役一
リサーチ・
パーク
政liIji禅!(！
(ｌＩ１ｉﾘ｢）筆背作成‘
第１図のような鞠Ｗｉ１１が許されるとすると，次の
ような「系」を議論する必要がある。
①名古尾・盤Ⅱlil｢を'''心とした地域を「ものづ
くりクラスヌー」とllfぶとすれば，その要件とし
て，民'１M企業主禅型・組織機能の統合化という条
件以外に，どのような特徴をMil〕こむ二とができ
るのか。部,'hMM|ネットワークの｣lujM1的近接性は，
どのような影響を「ものづくりクラスター」に与
えているのか。
②に'111)jllxで２１１１:IIl1M1皮Mというクラスターの地
１１１１的範ＩＨＩにⅡUする定義をjulえた空IlM構造で展開さ
ｵｌる企業行1》':'をどう｣111解するか。たとえば「も
のづくりクラスター」の川的な高度化を支える技
術開発においては，どのような企業１%lの協業が行
われているのか。
③W1HI1の''１例にｌｌｌＩしてみたとき，たとえば．北
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九州学術|Ｉ[究都Tl丁の形成と迎営といった試みでは，
「リサーチ.パーク」から「ものづくりクラスクー」
への発展を101侍できるか。また，「シリコン・ア
イランド」とも|呼ば;ｌＬるノL州に広がりつつある
ＩＣ関連産業の柴iiliは，「ものづくりクラスター」
と呼びうるクラスターにllij洲しうるか。
本'摘では，これらの疑ｌｌＩｌについて訓諭する．以
下，第一節ではクラスターのｌｌｌ１論についてｉ１ｉｗ略な
サーベイを提示する。第二節は，①にＩ)ｌわらしめ
て，｜､ヨタを111心としたクラスターの空''１１｢Mii造
についてまとめる。第三節では②について，企業
間での特許l[X得データから，知｢1()ｌｌｌｌｌ業によるクラ
スターの知(1(ﾊ}↑j度化のメカニズムを分ＩＩＴする。第
四節では③へのlm1答として，九州における「シリ
コン．アイランド」の現状と方|ｲﾘ性をまとめる。
むすびにおいて，発見したzl(実と今後のＩｉﾙ究課題
をまとめる。
1〈では．これらの調査に基づき金凪ブレス部品の
二次･リブライヤーに着'二lして|÷I1li1jIlI藤業の多層的
サプライヤー・システムに|)Uする次の三つの論点
に|)Ⅲして考察する。
第一は，その形bRjfMlilである。アンケート調査
によって得た二次サプライヤーの(ill業〈'三，創業者
の(i'１業iiiiの経歴，及び一次U・プライヤーとの取引
開始年報に基づいて検討する。
輔二は，二次サプライヤーの機能である。アン
ケート調査及びインタビュー訓査の結果に基づい
て，「二次サプライヤーの一次･リプライヤーとの
取り|関係」及び「二次サプライヤーの外注・仕入
先」（以下では「三次サプライヤー」という）と
の関係を検討する。その際，二次サプライヤーの
雇川の内容にも注'三|する。後述するように、二次
サプライヤーでは派i雌|:貝，アルバイト゛嘱託な
どの労１１Mﾉﾉに依存している;IＩ１台がlIljいが、それは
一次リブライヤーが二次サプライヤーに外注する
一つのHl1lllになっていると考えられるからである。
第三は，完成''1メーカー及び一・次.リプライヤー
のilij外展ｌ１ｌ１に対して二次サプライヤーがどのよう
に対応しているのかという点である。1980年代の
後半に始まったトヨタを初めとする完成車メーカー
のiiij外生産は，戯近ではますますlli大してきてい
る。これに対応して一次マリプライヤーの海外展開
は2000(|§代に入って急速に川|迎しつつある。これ
までlIjllﾉlにおける効率的な生藤|'Millとしての形成
されてきた多1両的リブライヤー・システムは，こ
れによってインパクトを受けることは間違いない。
このような曝境の変化に昨Ｉして二次サプライヤー
がどのように対応しつつあるのか，またこれによっ
て従来の多ｌＷｉＩ<]サプライヤー・システムはどのよ
うな変容を遂げる可能性があるかについてインタ
ビュー調査の結果に』iLづいて考察する。
2．ものづくりクラスターの特徴－トヨタを中心
とした企業間分業の空間的構造一
自動車の分業構造
従来のＩｉ１(究によって，’三１本の'二I1MjJ|〔)雅楽のサプ
ライヤー・システムは米国のそれとはかなり異質
な榊造を持っていることがlﾘ|らかにされてきた。
例えば，トヨタ，ホンダなどの一次リ･プライヤー
の数は200t|:から300【|:裡度であるの仁炸|して．ア
メリカの場合はその10倍ｲ111度の数にもｌ:っている。
また，｜]水では部,W,サプライヤーが多段階の階層
愉造を形成しているのに対して，アメリカではせ
いぜい二段WIiまでの比較的にフラットな|櫛造になっ
ているなどの点である。そして，このような構造
の違いが新Ilr1%1発ｌ０１ｌ１ＩＩの短縮を可能にすること，
あるいは受1;１１から生産，デリバリーまでのⅡflli1を
短縮することを迦じて，｜]水の|:111ﾘjilii雁業の競争
力にも影柳を及ぼしているという脂摘（例えば，
藤本・ｉ１ｌｉ・武石［1994]，藤本［1997]）もある。
松島［20051)］では，200`If1ﾐ12)1にトヨタ系の
金属プレス部,'11,の一次サプライヤーであるフタバ
産業及びf1lLlIl鉄工の二次サプライヤー20；|：（Ａ
社～Ｔ社)１１に対するアンケー|､洲i1tを行った。
また，この'１１の５ｉｌ:についてはJ:場を訪''１Ｉして各
社の社長に対するインタビュー調査を行った。以
二次サプライヤー20社に対するアンケート調査の
要約
、(１１－に、二次U･プライヤーの平均像は，資本金
kM桃1930万''１，従業貝BA桃106台の111小企業であ
る。従業員の''1のil：社員比率は75.3％，派遣社員
比率は13.2船，アルバイト・ＭＩＩ託比率は11.5％で
ある。これら二次サプライヤー20社のうち，１９社
は愛知ﾘ｢｛内に本社を紐いている。さらにそのうち
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的発ili先が13.7社、スポット的発注先が2.4社，
両背を合計すると１６」；|:の三次サプライヤーとの
取り|がある。特にスポット的発注先が多い業ilmは，
金型とプルス加工である。これ以外の業臓では，
ほとんどが継続的発注先である。これは，二次サ
プライヤーと三次サプライヤーの関係は継続的llY
ﾘ|をﾉﾊﾞ調としつつも，受ili数蹴の繁閑の差を訓盤
することが必要な業緬においては，スポット的な
１Ｍ|を118合させることによって対応しているとlMl
解できる。二次サプライヤーは，近隣に立地する
三次リブライヤーとの分業を組み合わせながら，
一次サプライヤーの要求にこたえているのである。
の11社は豊田市，刈谷ilj，岡崎市，知立ilj，安城
TITのいわゆる西三河｣111城に本社を置いている企業
である。フタパ産業の本社m｢在地は岡liiliIlj，豊１１１
鉄兀水ｉｌ:所在地は豊lI1Tljであるので，それぞれの
取り|先である一次サプライヤーの本社からはＩＬ１動
''1で30分程度の距離のところに立地している。ま
た．トヨタ自動車のI|[iiI1illl立]二場である元''１１］二場
(1959<「８月完成)，高liii7[場（1966年１２１１完成)，
堤]:場（1970年12)二}完成)，’11原工場（1979年Ｉ
)二I完成）のうち，最もW｢しいＩ11原工場を除く３」：
場がRIAI}1市に立地していることを考えると，lMllll
iljを'''心とする西三河地域にアセンブリー］:場，
一次サプライヤー及び_:次サブラヤーの本社が空
|M1的に近接して立地していることがわかる。空|Ⅲ｜
的には，トヨタを'１１心として自動''１でIl1IrllllWl1度
に立地している場合が多い。ただし，各i《|:の｢[場
レベルでは、さらに述lllli地に立地している賜合も
ある。
第二に，バリ谷市，liillMiiljなどの三iii}地域で板金
業，金属プレス業，金型製造業などの工場で勘い
て技術を修得した者が戦後の高度成長期に(i'１柴し
たケースが多い。こうした金属j111工関連の小川A膜
企業が，－次サプライヤーの生産規模の拡人に伴っ
て逐次その多.層的サプライヤー・システムの''１の
二次サプライヤーとして組み込まれて，Il1Blljiの
企樂に成長して行った。lLl釛車産業がこの｣'11域に
生まれる以前からこれと技術的に関連する'r;業が
この地域に集積していて，この産業集穣がインキュ
ペーション機能を果たしたことが多層的サプライ
ヤー・システムの形成に持つ意味は大きいものが
あると考えられる。
第三に，二次サプライヤーはその企業の成長過
腺で特定の一次サプライヤーとの取引をlUi大する
とともに纏数の一次サプライヤーへと１Ｍ|先を拡
大していく場合も多く見受けられる。極致の取り｜
先がある場合には，それらの取引先はトーl欠系で
ある場合が多い。しかし，少数のケースではある
がトヨタ系とホンダ系とが混ざる場合もある。そ
の怠１１/|(では，多|箇的サプライヤー・システムは単
純なプノスケード型ではなくネットワーク型の班索
が含まれている。
jjiYll【lに，二次サプライヤーは．２０社の''１でｲ'１」１
のばらつきはあるものの．］ネ|:当たり平均で継続
二次サプライヤー５社の訪問調査
アンケート調査を行った20社のうちの５ｉｌ:につ
いて，2003ｲﾄﾞ１０月から2()()4<'二１２月にかけて1:場を
訪１１１'し，｜<|:長に対するインタビュー調査を行って
いる。インタビュー調査の結果は，次のように婆
約できる。
第一に，多層的サプライヤー．システムにおけ
る二次サプライヤーの機能は，複雑な形状の小物
ブレスｉ１Ｗ１であって目li1j化された設IWiに乗りにく
い部,1,1,の生産を．－次サプライヤーからの発注を
受けてHl2産することである。このような部lfl1Iは多
１'iiMWiであ(〕，生産ロットも様々である。また，人
手をかけて生産する必嬰があるので，二次サプラ
イヤーにおける作業は労働集約的にならざるをえ
ない。このために二次サプライヤーでは，コスト
をi)|き下げるため単(|lliが安い外国人労働者を派jfi
社員等として高い比率でi1lilllしている。しかし・
このような外国人労働ﾉﾉにも熟練が必要であるの
で，各ﾄﾞ|:ともそれぞれの方法で熟練形成のために
定茜化をはかり，参加怠諭を高めるなどの工夫を
行っている。
第二に，多品fqiで様々なロットの部品生産に'111
応した生藤を行うために，近隣に立地する三次サ
プライヤーを活用して(Ｍ<lili充を行っている＝し
かし，これだけにはとどまらず二次サプライヤー
の''1には，Ｂ社及びＧＩ<|:のように－．次サプライ
ヤーと部,'１二/,の'''１発過程に参ﾉⅡ|する企業もある。こ
れらを総合的に考えると，三次サプライヤーは多
１剛l<レリブライヤー・システムの中で－次サプライ
ヤーをl肘的に補完しているばかりではなく蘭的に
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も補充しているといえる。
第三に，三次サプライヤーの海外展開について
の対応は一次サプライヤーと二次サブライヘ,＿の
関係によって様々である。特定の一次サプライヤー
との'Ｍ|比率が箸し<高い場合には，複数の一次
サプライヤーとほぼ均等割合の取り|のある場合に
比べて，より積極('<]に海外展'１１１に,[H1)組んでいる二
また’三次サプライヤーへの依存度が低い場合に
は，それが高い場合よりも海外展開に取り#,,みや
すいようである。しかし，海外展開する場合には
国'Ａ１］:場による人｢'１．物的なサポート機能が必須
であり，企業規椣の小さい二次リフライヤーにとっ
ては国内と海外の牝PiE拠点をliil,,ｻﾞに操業していく
ことは|Ⅱ難が伴うものである。
ことば，完)jEjl1メーカーからの部品受注の拡大に
対して，－次サプライヤーが|当|社の４Ｍ(;能力を仙
人するとともに二次サプライヤーとの１Ｍ|拡大を
組み合わせることによって対応したことを.意味し
ている。二次サプライヤーを活用した主たる理''１
は，派遣社員，アルバイト・'111)j託などの非派規扉
川を利１１]することによってコストの縮減を図ろと
ともに生産数ｈtの変動に柔軟に対応するためであっ
たと考えられる。
－．/『で，二次リブライヤーは複数の－．次サプラ
イヤーとの取り|関係を持つとともに．三次サプラ
イヤーとの収i)lULl係を持つことによって取引数量
の避動に柔ＩＩｋに対応するための仕組みを作ってい
る。このように多層的サプライヤー・システムは，
光成車メーカーＩ１Ｕの競争．一次サプライヤー間の
競争に対応するとともに(lii)i':数量の変動を柔軟に
吸収する仕組みを(１１重にもjHiり巡らす擬能をもっ
ていたといえる。
輔三は，完成Tl〔メーカー及び－次サプライヤー
のｉｉｌｊ外展開に対する二次･リフライヤーの対応であ
る。いずれにしても多層的リブライヤー．システ
ムは，完成IlIメーカーが海外生産を活発化させる
前に形成されたシステムである。1995〈'２前後から
光成車メーノノーの海外展開が活発になり，一次サ
プライヤーもこれに対応して海外展開をおこなっ
ている。特に､2000年以降は急速に拡大してきて
いる。国内４Ｍ；の拡大に対応して形成された多層
H<)リブライヤー・システムにとっては，ＷＬい環
境条件であるといってよい。
一次サプライヤーが海外展開する際に，国内で
は二次サプライヤーに外il:していた小物プレス部
１１，１１，の調達については次の三つの方法が考えられる。
(81）海外では内製するか，国内の二次サプライ
ヤーが生産した部品を輸送する。（１））現地の企
錐に技術移転をして，二次サプライヤーとして育
てる。（c）国内の二次サプライヤーのｉｉ,j外展開を
()'』す。このいずれの方法をとるかは一次サプライ
ヤーによって杵'二の違いがあるが，海外拠点を設
'１:した当初の（（１）から徐々に（１））又は（c）へ
移行を模索するl1jlliilがあるようである。
これに対する二次サプライヤーの対応の方向は
まだ定まっているとは言いがたいが，すでに一部
の二次サプライヤーは一次リプライヤーとともに
分業構造から空間構造への拡延
本節のはじめにｌＩｊげた多屑的サプライヤー．シ
ステムに関する三つの論点についてまとめてお
こう。
第一は，サプライヤー・システムの形成過ｲ111で
ある。本稿で取り」:げた一次サプライヤー２i(|:は
フタバ産業と盤１１１鉄工であるが，1960年代のｌｌ１ご
ろ以降にトヨタIL1iiljJiIの国内生産の急速な拡人に
伴って，トヨタ|÷ljﾘlIlIとの取り|比率および取り'高
を拡大していった。しかし両Ｉl:が二次サプライヤー
との継続的取引ILl係を確立していった時'01には若
干の違いがある。
フタパ産業は，1950ｲ｢代後)|iから1970ｲliICllI頃
にかけて，すでに盤知県三河｣Ul城に存在していた
金属ブレスカⅡ兀及びこれに関述する技術をｲﾌﾟﾘｰろ
企業を巻き込むとともにさらに新しい企業の(ill業
を誘発しつつ二次サプライヤーを1円やしていった。
二れに対して，（三lAlll鉄工は，1960年代後ｊｌｔから
l980fIi代にかけて，同様に二次サプライヤーを噌
やしていった。このように多屑的なサプライヤー．
システムは，アプリオリにデザインされたもので
はなく，完成中メーカーの国|ﾉ1で生産ざｵ'る『|〔ｉｌｉｉ
の数及び生産台数の拡ﾉ<に合わせて､一次サプラ
イヤー，二次サプライヤーＩｌＩ１の'(ｽﾘ|関係のilj編を
伴いながら，逐次的に形成されていったもので
ある。
第二は．二次サプライヤーの機能についてであ
る。多屑的サプライヤー．システムが形成された
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る」とlnl答する企業も多く存ｲ１Kする。
クラスターの成)7:には，一次サプライヤーの役
;!;'|がrli要である。この仮説がilLいとすれば，ク
ラスターを政策誘導によって生み１１１そうとする場
合においても，’''心的な般終メーカーにのみ着目
した研究開発拠点の設立には，あまり大きな意義
がないことになろう。最終アッセンブリー・メー
カーは、その企業の国際競争ﾉﾉ確保という意味か
ら独ｌＬｌの活動を行う多国籍企業である。地域のク
ラスター形成の鍵を握るのは，二次サプライヤー
の存続と競争ﾉﾉ維持を促す一次サプライヤーの戦
略であるように,Ｗ)れる゜
海外展開するという選択をしている。しかし．一
次サプライヤーと比べて規模も小さく，また裡数
の取ijl先，外注先との取り|関係のネットワークの
中で変伽を吸収することによって成立っていた二
次サプライヤーがそれまでと栄(1:のjILなるiｲﾘ外に
展開するためには新たな工夫が必班である。例え
ば，受il：ｌ１１ｉ１１ｌ＝lの拡人あるいは進lII先での新たな10（
引先の|＃1}(iなどである。
また，iiij外での操業を円滑に行うためには，｜、
内のサポート体ilillが必要である。それは，光lj1ili
メーカー，一次サプライヤーと|ｎ]様に二次サプラ
イヤーもlLj内における効率的なL1illiEが維持，継続
されて初めて可能になる。さらに，そのためには
産業集械のIllの三次サプライヤーの機能の存続が
前提となる。現在は，二次サプライヤーは対応の
方向を模索している段附;にあるといえるが，Ｗ｢し
い条件へ(ﾉ)対応策が発見できたときにはじめて完
成車メープノーの海外展|刑に対する多１簡的サプライ
ヤー・システムのflT新的適応が定成することに
なる。
3．ものづくりクラスターの知的高度化一自動車
メーカーの特許戦略一
ネットワークとコラボレーション
第２節では，トヨタを中心とした企業'''1分業の
空Ｉ１Ｉｌｉ１ｌ１１荷造がlⅡ}らかにされた。そこでこの第３節
では，トヨタを'''心とした企推'''１分業の知的高度
化に焦点を当てて検証していくことにしたい。
lIijlillのように．1980年代半ばから1990ｲ|；代半ば
にかけて，国内外の数多くの１J}究が，「１１本の日
11i)jil〔メーカーは，特定の少数のサプライヤーとの
'''１で長期継続的でｌｌＩ調的なl()U)|関係を維持し，高
度な信頼関係にＩＩＬづいてお/iいに緊密なWj報交換
や調焔を行っている。そして，こうした'二IiiIIl[メー
カーとリブライヤー間の非常に緊密なコラボレー
ションは．研究|)'１発活動の根幹部分にまで及んで
お(〕，そのことが'三|木の目!li1jll1[産業の1F|際競ｲﾄﾉ」
の一つの源泉となっている」ということをlUlらか
にしていった（八ｲＴ［2003])。
そのうえ最近では．部,V,技術の革新が､ﾋﾞMl1的に
進腿し，なおかつ新車開発のリードタイムがます
ます知<なっていることから，多くのサプライヤー
が，税しい関係にある自動I|(メーカーの|＃１発セン
仇一に技術者を常駐させ，WIlU1段階から漉密な情
報jWTを図って技術開発を進めていく動きを強め
ていると言わ;１１る（延岡［l()99]，藤本・松尾・
武ｲﾌﾞ［19991鯨・近能［2001]，延liiil・藤本
[2()04])。さらには，そうしたｌＬ１動車メープノー・
サプライヤー'''１の'１卜１発．ラオルーションは，次第
にilihllllを広げるとともに，先行開発や基礎ＩｉｌＩ究の
垂直統合・国際分業とクラスター
価値迦蝋を達成しようとする企業には，様々な
戦略がある。一方の樋には，企堆内にワンセット
で生産]:Ih1を整備する飛直統合がある。また，他
方の極には，空間的には遠く離れた国際分業があ
る。地域的な凝集をみせて，多数の企業がクラス
ターを１１ｊ成する地域の観察から浮かびあがるのは．
アッセンブリー・メーカーと一次サプライヤーと
の関係よりは．むしろ，－次サプライヤーと－:次
サプライヤーの地Ⅲ'1｢１１近接性であった。
たとえば，日本の人手鉄鋼メーノノーは，豊lllTlj
周辺にはし地していない．すなわちトヨタは，か
つてフォードが追求したような微hrした正ilq〔統合
を行ってはこなかった。また．ホンダの一次サプ
ライヤーの事例をみると，京都府北HIlに立地して
いるzlT例もあり空il(ｌｉｌ(]にトヨタに比べて拡散した
配置構造となっている。豊lHTIIl1Ijl辺を特徴づける
のは．－．次サプライヤーと二次サプライヤーとの
関係であり．とりわけ二次サプライヤーにまで，
「トヨタ系」という色分けが可能であることが1'１［
要【であろう。自動I！〔メーカーへのリプライヤーを
尋ねると．「主要メーカー各社に(|ｌ１１ｉｉ１１を納めてい
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段階にまで及んでいることを示唆するＩｌＩ火も｣)lれ
ている（近能［2()()2])。すなわち，’２１ﾘﾘ111〔メーノノー・
サプライヤー'''１の取りllHl係は，「１１MリllIU係のｸ《ll的
高度化」の１座合いがj御しつつあると考え｢)れろの
である。
そこでⅨ~卜では，自勁jlIメーカー共liil特許lll願
データの分析結果と．－．次部Ｉ１Ｔ１１１メーノノーを即|蚊と
した【!〔ｌｌｌｌｙｊ１(調査の分析結果を細介し，’1本におけ
る|÷1勅il(メーノノー・サプライヤー''１１のＩ１ｌｌ苑二'ラボ
レーシニ'ンの知的高度化の爽態について，ノ,t1ijTの
現状をIiiI1諦几たい゜
たい゜
ク)Ｉｌｉの！,Lとなるデータは，［|/|〈の特ＷＩ１ｉきが発行
している特許公|)}|公棚に記救された特i;'１:lllMni情報
のうＩ)，1993<|:～20()4ｲﾄﾞの12年''１１にl2I1Ii1jil〔メーカー
９i(|：（|､ヨタ'21勅iに（株)，１－|産｢I1Iil1il〔（株)，本
ｌｌ１技ｌｉｌＩ]:業（株)，三愛'二|動11i]:雛（'1()．マツダ
(W|:)，スズキ（株)，ダイハツ（株)，１１;(｣自重工業
('1t)，いす､|]動Fに（株)）がlllWll人となってい
る↑､|iii''111噸である。具体的には，ｌＧｌ１Ｉ１の特許事務
所である(Ihllil際技術llM苑センターに依獅し，上記
行｢Mi1jjl1メーカーの特許公１%''1:数と，ｆｆｒｌ１１ｉﾉjillメー
ノノーがＩ社以上のサプライヤーとjlilnlでlll願した
特ii'1：（以1〈では「共lril特許」とｌＩｉＰぶ）のうち，相
手ﾁﾞﾉI称，公'''１番器，｜}|願'二１．名称，：iHjji分顛（第
一発|ﾘlli1i報のサブクラス）などのＩｉ１ｉ報について，
全てを炎iilillEソフトに落とし込んでもらい，近能
がその後の分析を行った。
自動車メーカー共同特許情報出願データの分析
この節では，筆者が行った'二111ﾘﾉI|〔メープノーj1il1リ
特許Ｉｌｌ願データの分析結果を紹介し，’'水におけ
る自勅il〔メーノノー・サプライヤー'''1の'''1兆二'ラボ
レーシニ'ンの範ｌｊｌ１が広がっていることをlitii'|;し
第２図共同特許の件数と比率（93年～04年合計）
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（''１所）本文''1に記紋した/jiﾉ《にもとづいて近能'1;１，１Ｌ
まず|ﾘIめに，全体的な価ｌｆ１について兇てみよう。次に，ffl:|勅IlIメーノノーごとの．I993flZ～2004
1993fl:から2()()１年にかけての自釛jliメーノノー９社 イドrTiilの特許'１１願数と'１１比率を｡(；３Ｍで確認して
合計のj1iln1特許（[1勅Iliメーノノーがlil:u|:のサおきたい。第３図からは，他の[lljijjil〔メープノーと
プライヤーとj1ilri]で'１１願した特許）の|/|:ＩＨＩ(と比率 山肢して，トヨタとサプライヤーとのjLli1特許比
を示したｌ:の第２図からは，（'ﾖごとにllllIL1Iはある率が,I1iいことが見てとれる。
ものの，人よかには．共lijl特許のⅡ１噸('|:蚊及びliT1朔３ｌｘlのデータでは，魁'''''１ﾘﾋＩﾘﾄ洲iﾘ｢や三菱エ
比率は｣il1ﾉjllI1jilhlにあることが見てとれる。特に、ンジニアリングといった，研究|＃１発を１１１う>ｌｌｌ会社
自動IlWi業全休の業況が良くなった20()IｲIilｿ､'１ifので(|i)ろが，人的交流もあり社内の1ﾘ{兜|ﾙ|苑部門の
件数の｣WDllは衿しい。廷｣を線｣Zに位置づけら壮)る連絡｢会i(|:との共同
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特許分を補正していない。したがって，各社ともを補正したと｜
その分だけやや上方バイアスがかかっていると言ライヤーとの〕
える。しかし，ここには記illjiしていないが，それ 変わりはない。
を補正したとしてもトヨタは|Ｍ:に比べて，サプ
ライヤー のjlilnI特許比率が圧Ｉｉｉｌ的に高いことに
第３図各自動車メーカーの共同特許の件数と比率（1993年～2004年合計）
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（ｌｌＩｉﾘ『）本文['１に記ilij(した方法にもとづいて近能'1;ﾙﾋﾞ。
第４図各自動車メーカーの３社以上の共同特許の件数と比率（1999年）
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(llliﾘr）本文''１に記戦した方法にもとづいて近iili作成。
さらに，1999ｲ|:において各|筐Ili1jiliメーカーが３通常は当該M11Ilrメーブノーが２社以上のサプライ
社以上で共同'11願した特許の数と、特許'11願数全ヤーと共同'''1iiiしたということを意味する。した
体に占める同比率を示したのが第`１１劃である。｜÷Ｉがって，３社以上共同'１１願特許というのは，｜=I動
1li1lIlIメーカーが３社以_'二で共同Ill1Wiした特許とは，車メーカーとサプライヤーとの一対一（dyad)の
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夕が||}嚇した特許の''１には，「皿信方法および通
信装世」に|Ｈ１する技術について，アイシン・エイ・
ダブリュ（株)，（株）デンソー，１;ｲﾆ|:皿テン（株)，
パイオニア（株)，松下祗器藤業（株）の五社と
共同''１噸したものも含まれているなど．トヨタが
''１１に入ることで，｜iiI業サプライヤーを含めた合同
の大規桃な(ﾘﾄ究|ﾙ1発プロジェクトを作り上げてい
るケースもあることが分かった。
このように，トヨタは，他のＭＩｊＩｌｘメーカー以
上にｉｎ数のサプライヤーを交えて，iilf究・開発に
関する商IHiな知識を流ｊｍ・M1l合させるネットワー
クを作り上げていると言えよう。
関係に刑まらない，‐リブライヤー'''１の水平(l(]な関
係をも含んだ|}'１発．ラボレーションの存ihiを示唆
するものであり，その数や比率のｌＩｌｉ〃は，｜|Ⅱ苑コ
ラボレーションのirji度化を示す－つの脂標として
利用可能である。
ここからは，３ド|:以上で典liilllWiiした特許数も，
またその比率も，トヨタが圧|f'''''1にKliいことが分
かる。内容をﾈI1i査してみると，』i(水｢|<1にはl3Lllj1I1
央研究所やデンソー，アイシンル'i機など，トヨタ
の資本が入ったグループ企業のみが関わるケース
の比率が多いが，必ずしもグループ企業内でｌｌｉｌじ
ているわけではない。また，例えば1999年にトヨ
第２表自動車メーカー３社の共同特許出願先上位20社（1999年）
FF-ﾖｰﾌｧTZi;7，１１ :）特許数(iｉｉｉＩ２０ １１蔽1:l効lli（株）特許激((ｉ計107ﾄﾞ|：｜水Ｈ１技１０１]:菜（株）特詐孜Ｕｉ計101社9N： 
IiniilM（ 
1１５ 
９１ 
６５ 
５９ 
Ｉ６ 
２７ 
２６ 
２１ 
２０ 
２０ 
１８ 
１７ 
１７ 
１６ 
１２ 
１２ 
１２ 
１０ 
１０ 
８ 
|特許数
－ 
’２２ 
Ⅱ|手門祢
(枕）デンソー
(}1:）｜ＭＫＩ:1jﾘﾉ)|〔311,M総合研究所
｜Ⅱ手名称
(}1リケーピンｌｌ
２
ｌ
３
 
(株）ミツバ 2２ 
アイシンh1i磯（株） テイ・エステック（林）
ｉＡ下ili器蔽蕊（'1:） ｉｊ ４１（l1i）Ｍｌ１ｌｌ１ｌｉﾘ鋼}究所５Iアイシン・エイ・ダプリユ (林 (棟）ショークll1fiili1雌(]雛（|*）(樵）ユノ(力投H１
〕l〔瀞ラジエータ1－（株） ’６ 
ト：
庁
i1｢fYf舷(]城（ljlO
iW1藤f１１機（}Ⅲ）
吾|霊fW1iii篭 (ＩＩＪ シチズン時iil（ｌｌｌｉ）(}《） Ｉｊｉ友111戈(]難（lli）
矢碕総業（鯛 ｌｌＪＩＫ軽金属（棟）
(株）i1illl郷|;所
ｌ３ 
－
ｌｌ４１ (株）工クォルリサーチ ４ 
１５１住友晒裟（株） iiiliWJ災（ＩＩｉ） Ｉ 
l~ＴＩ １６質イハツ]:雛（ＩＩＪ ＵｌｌｉＩ１アルミニウム（株）
Ｔｍｉｉ;TiiI耐化'１１１鋼||;i１ｉ スターテング]灘（橡） ４ 
愛三]難（'１:）
住友1噸]雛（'1:）
肥一脚一加 (株）ＩＭＩ;刺'1;所 [1本特殊胸業（株） ４ 
(}{|所）本文'１１に記１１１tした/j法にもとづいて近能作成。
最後に，トヨ仇，｜]藤，ホンダの，1999<|§にお
ける共同特許ＩＩｌＷｉｉ先｣二位20社を挙げ/こ第２炎を見
て欲しい。ここでは，各社の'１１核lnなサプライヤー
が｣::位に顔をIⅡしていることが銃みとれる。また、
例えばトヨタの上位20社を見ると，松下ｉｕ器簾業，
東洋ゴム］:業，矢IMi総業，（j;友迩装，｜ｉｉｉ友f(i気二［
業の５社を除き，他は全てがいわゆる「トヨタ系
企業」と'二'され，本i〈|:が名古屋｣'11域に位6ftしてい
る企業である。すなわち，トヨタの「ものづくり
クラス父一」に屈している企業だと言える。
部品メーカー質問票調査の分析
以下では，近能が2003ｲ|§111三1に藤本隆宏東京大
学大学院経済学ｉｌ１究科教授及び具爪恒京都産業大
学経徴学(|li;けiIiiと共同でﾘﾐ施した，一次部品サプ
ライヤーを対象としたli1｢'１鵬'(調査の結果を紹介し，
日本におけるlL1lIi1jIlIメーカー・サプライヤー間の
共lr1IIIl発休制が､11に深みを1Ｗしていることを示し
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上記の質|M1票調査は，’三|本lLIjil)''１部Ｉ１ｉ１１ｉこ[業会の
会員企業のうち，一次Nll11ii1,サプライヤー340社を
対象として訓|査票の送付を行なったものである。
回収数は1`llil:，回収率4Ｌ5％であった。この質
'１１１票では，D･プライヤー各社にjil〔も重要な部品を
1つ答えてもらい，基本的には，その部,１，の主要
な取引先|当I1lillIl1メーノノーとの'''１の取り||H1係につい
て回答してもらうという形式をとった。なお，回
答が寄せられた部1Wｌは，①機'7'1Ｉ系サブアセンブリ
部品，②晒子・電気Ｈｌｌ１１ｉｉ１１，③機械ﾉ１１１工部,IⅢ，④ブ
レス部,W,，⑤樹脂成形部,Ｉｉｉ１１，⑥金屈(金１W１，鋳造
部品)，⑦その他，の7カテゴリーに及び．それぞ
れのシェアは，19.9％，１４．２船，１１．３％，16.3％，
12.8％，5.0％，18.4船となっていた。また，サプ
ライヤー各社の主要納入先にI11i11jlIメーカーは，ト
ヨタ39％，日産16％，ホンダ１３％，三菱8％，マ
ツダ７％と，国内生産シェアを概ね代表した分布
となった。第５図と第６図は，三ｌｉな結果を示した
ものである。
そこでまず，取引方式について見ると，承認図
方式（|当1勅''１メーカーの製本設計に基づき，主に
部,H1メーカーが詳細設計を行い，かつ図iniも所有
する。当該Hll1W1の17,質i）!〔柾も部,ｌｉｉ１,メーカーが負う）
が70％を,liめ，委託'21方式に|勅''1メーカーの基
本設計に基づき，主に部,'｢,I,メーカーが詳細設計を
行うが，図而はlLIlil1IILメーカーが所付）の１６％を
加えると，全体の85船以｣二のケースでリプライヤー
が部品詳刑||設計等のllM苑lilMiljに参力Ⅱしていた。一
方，貸与図方式（主に|瓠ｉ１ｌＪｌｔメーカーが詳細設計
を行い，図面を所有し，部,Ｉｉｉ１,メーカーに貸与）は
9.9％にすぎなかった。また，開発プロセスにお
いてサプライヤーが'''１発を行った部分の比率につ
いては，６３％の企業で「半分以上は'二|社が担当し
た」と|Ⅱ1答しており，’１}(ね商い比率を担当してい
ることが分かった。さらに，この比率が最近４年
ＩＮＩでどのように変化したのかを尋ねたところ．５７
％の企業が「jWDI1l1jilhIにある」と１回1答した。
主要１１ﾇﾘ|先|÷111ﾘlTlLメーカーとの関係については，
｢より早い段階から'''1発に参llllするようになった｣，
｢開発に際しての対面､(1なコミュニケーションが
増えた｣，「|ﾙ１発に際しての総合的なコミュニケー
ションが｣御えた｣，「Ｍ１ｊＩ|〔メーカーに駐在して開
発活1,1を行うゲストエンジニアの数がj甘えた」と
回答する企業が，それぞれ63％，６２％，７４％，４３
％を,l｢めており，ｌ１Ｌｌ係がより一屑緊密化している
状況がうかがえた。
第５図自動車メーカー・部品サプライヤーのＲ＆Ｄ。ラボレーションの動向（１）
(1)回濡部I(Ⅱ（以後「部,Ｗ１Ｘ」と'１１２ぶ）のカテゴリー
機械系
サブアセンブリーfuT・・電気機械ﾉjll工
部,IIl，部,'H１部品
ｌｊｌｉｌｲ料／
樹脂l1luI』hliIﾘﾊﾞｲ料
部10,A金風’その他
ブレス
部品 回答なし
。 1８．４…。２風(､＝141） 
（２）１，１答部lYlメーブノーの主要納入先|:Idi1jllXメーカー（以後「Ａ社」とI1rぷ）
日産 ０．７ 螺；蝋‐峅辮！」知燕秒一畑一 回答なし'百|雄ホンダ望奨耐薫l-iz5可=7万(､＝141） 0.7 
（３）部,WIlmijlの方式
（f与図委託図 巾販品承認図
淵 ､４ (､＝Ill） 
12.8 16.3 |風。理 ＭＯ２ 
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(`I）ＩｌＭ苑プロセスにおいて，ＮＩｌＩｌｈメーカーが三Ｆ'1ﾄけ部分の比率
('1＝141） 
（５）上記比率の，この`1<IillIlのlIf秒
Ⅲ''⑱ 
回答なし
／－．１ (減少）
ノ
(変化なし）
３ １２ ４ ５ 
⑰ 
（６）収i)|関係の，この`1年１１１１の推移
(逆）[_ﾛ ●●の■■■■■ ごロ■■二 願四四四四
回、④④⑭
（変化なし）
1２３ ４ ５ 
a．より早い段階からＡ社の|＃1発に
参１１１Ｉするようになった
b、Ａ社に駐在しIlil苑iili1Iillを行う
ゲストエンジニアが1Wえた
c，ＩＨＩ苑に際しAi1l:との対iii的な
コミュニケーションの瀕度がjiｳえた
〔１．’１M発に際しＡ社との総合的な
コミュニケーションの頻度が1脚えた
(注）Ａｉｌ:＝サプライヤーの三i;要顧客
（'１１所）水文''1に記縦した方法にもとづいて近能作成。
また，メーカーから|)｛1発のlilI力を得たりする'１ゲた」と答えていた。つまり，デザイン・イン（部
期について，主要モデルに|ｌ(定せず最もIiLいもの品メーカーが'二l1liljjilIメーカーの製iiI,開発ブロジェ
を尋ねたところ．「1．新しいコンセプトの部,W， クトに参〃Ⅱすること）の|)H始段階は，かつて言わ
やモジュール，あるいは新BA要素技術（新素材なれた''１朝設計の段叶ｆ１Ｉ;よりも大幅に早い，先行'１Ｍ
ど）を研究する段lWio措ililt対象となるlil【雄モデル発の段階や，あるいは基礎研究の段階にまで進ん
を特定しない，パイロット・スタディ的な'''１発をでいると考えられるのである。
含む」とＩｎｌ答した企業が23％，「２．搭iliIi対象と以上をまとめると，最近の'三|本のにl11illIl〔産業に
なる賦産モデルを特定するが，ｌＩｌＣ存技術の改善においては，全休ｉ１ｌ１に取り|ll11係の「緊辮化」が進ん
別まらない新規技術や，新しいコンセプトを(iliりでいると言える。
込んだ典,IPI（部,W,）を|)｜1発するプロジェクトの段
階」とlnl答した企業が43％にのぼった。そして，
こうした時101が４年前に比べてどのように変化し
たのかを尋ねたところ，６６％の企業が「早くなっ
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第６図自動車メーカー・部品サプライヤーのＲ＆Ｄコラポレーションの動向（２）
￣’ |Ｔ７)~Ａ社の主要ﾓﾃﾞﾙ向けの淵刷,の開発工数は‘
（''１倍か？
そｵl以外の｢|釛車メーノノー|ｲ'Iけ部A/,のj血|↑の開発工数の
５－lOIif 
Ｉ ２－３ＷｆＬ４ 社取り’回梓なしＯ－ｌＷＹ １－２倍
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社との'''1の!(ITiⅡ)胤発プロジェクトに参ﾉjlIしたり．｝{要lMin客から開発の協ﾉﾉを得たりする時期（８）八
社との
究開発
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（Ｉｌｌ１１ｒ）本文''1に記,lijiしたﾉﾉ法にもとづいて近能作成。
トヨタとサプライヤーの関係構築三i：要顧客から|)i１発の協力を得たりする時１０１」につ
一プハこうした１１M兆コラボレーションのあり方いての質問の|回|答を，トヨタを主要顧客とするサ
に関して，さらに詳;''1に分析したところ，トヨタプライヤー群とそれ以外の'二IlMTlZメーカーを主要
と他のにMMI車メーノｊ－との間でかなりの差異が兇顧客とするサプライヤー群とで比較したところ，
られることがlU1らかになった。例えば，「三ｉｉ班Rii第７図のような結果が得られた。
客との'''１の共同開発プロジェクトに参力Ⅱしたり，
第７図トヨタとそれ以外の自動車メーカーにおけるＲ＆Ｄコラボレーションの差異
三i÷螺顧客との|M1の共同I)；|苑プロジェクトに参jjl1したり．二ｉｆ畷顧客からのＩｌｌｌ充の脇ﾌﾞ〕をｉｌｌＩたりする時１９１
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9０ものづくりクラスターの特殊Ｉｌｌｉと普遍性一グローパリゼーシニ'ンとilli1(}商ｌｌｍｉ化一
紙幅の関係で触;１１ることができないが，この１０年
あまりをとっても，｜:l1liIIlI技術は急速な進歩を遂
げている。こうした状況のもとでは，仮に製造技
術が一流の企業や1111城であっても，研究Ⅱ１１発を疎
かにしていれば必ず他の企業や地域に追いつき追
い越されてしまうであろう。トヨタを中心とした
ものづくりクラスターは，「製造」機能と「研究
|)'１発」機iiliを兼ねIMiえたクラスターであるからこ
そ，長年に渡って国際｢Ｉｌ１な競争力を維持できてい
るのではないかと考えられるのである。
筋６図質|H１（８）にまとめたように．トヨタで
は，「１．新しいコンセプトの部,Hillやモジュール
あるいは新規要素技術（新素材など）を研究する
段Wfo搭ilil(対象となるＩit産モデルを特定しない，
パイロット・スタディ的な|ﾙ１発を含む」段階，す
なわち基礎研究や先行'''１発の段階からコラボレー
ションを行っているサプライヤーのiIIll合が35％を
超えており，これはトヨタ以外と比べると実に倍
以_ことなっている。また，トヨタでは，「２．１１$
載対象となるlｉｔ産モデルを特定するが，既存技術
の改善に留まらない新＃１技術や，新しいコンセプ
トをII1iり込んだ梨1Iiil（部,'h１，）を開発するプロジェ
クトの段階」からコラボレーションを行っている
サプライヤーの;IJI合も35％を超えており，こ;１１は
トニl夕以外と比べるとやや低いが，」:記「ｌ」と
「２」を合わせた比率ではトヨタ以外と比べて１０
ポイント以上も上回っている。
このように，トヨタは，他のｌｉ１勅J|〔メーカー以
」:に。主要･リプライヤーと｣Tlい段lMiから共同|Ⅱ1発
プロジェクトに取り組んでいるのである。
ものづくリクラスターの特徴
以上の論点を，マッケンドリックードナーーハッ
〃－ド（McKell(lri(vk，Dollel、al1dHaggard
[2000]）にならってまとめたのが，第３表である。
ものづくりクラスターには，’１１心的企業が存在
する。それがクラスターを支える本質的瓶嬰性を
持つのか，名古屋・f11111TlTに特殊的な要因なのか
は，慎菰な11||断を要する。むしろ，重要なのは，
技術の迎統性が虹視されていることであり，新し
い技術''１１発も，’'1心的な製品にijlき寄せられて発
想される。地ＨＭ<1に近接した企業との部,WIlII3l，
地理的近接性を伴わない企業を含めた技術'１M発と
特詐取↑(}については，前節および本節においてみ
たとおりである。マツケンドリックらの定義する
オペレーショナル・クラスターにおいては，「組
立，製造，物流に|H1するイノベーションの迅速な
樅倣」が指摘されているが，「ものづくりクラス
ター」において追求されているのは，最終製品に
反映される「要素技術のイノペーション」である。
トヨタが比|耐特許をWiliI的に収11札ているのは，
111i終的には自動''1生産に反映するためであり，そ
の要素技術であるとllMifできるからである。
次節では，ものづくりクラスターとオペレーショ
ナル・クラスターという視点から，九ｲ'１における
半導体製造の集概と，その動向を見る。
知的高度化の具体例
以上の分析より，少なくともこの10年あまりの
間に，日本のlL11liljIlIメーカー・サプライヤー''１１の
|;'１兆コラボレーションは，その範'111を拡大し，質
的にも従来以上に緊密度を11Vし，共櫛される．ｌｉｌｉ報
のレペルもさらに高度化しつつあるということが
分かった。すなわち，「取り|Il9係の知的高度化ｊ
の度合いが1Ｗしつつあるのである。
また，そうした全体(1()なトレンドの''１でも，ト
ヨタは他社に比べて一歩先を行っていることも分
かった。すなわちトヨタでは，サプライヤーとの
間で．より幅広い，より常な知識のネットワーク
を作り上げているのである。あくまで|((論にﾘｰざ
ないが，昨今のトヨタの躍進を見る'1,Ｗでは．恐
らくはトヨタが作り上げたそうしたｸ:'1識のネッ|、
ワークこそが，同社のIiill際(lりな競争低位の－.jllを
形成していると言えるのではないだろうか。
また，ここでの結論は，トヨタを'''心とし/こも
のづくりクラスターが，決して「製造」機能に特
化したクラスターではなく，少なくとも自動il(分
野においては''１界第一級の「研究|;M発」機能を｣|〔
ねIMiえたクラスターであることを示唆している，
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第３表ものづくリクラスターとリサーチ・パークの「集積の経済」
６のづくりクラス役一 リサーチ・パーク
①技術の連続性のjiI視
②''１心的企業のWi規蛎業開発を'''心とした事業領域の
拡張
③ニーズに立脚した#１１V１１)}|充と企業'１１１の此同|)H充
④資本力の充実した''１心的企業のnYlz
①科学技術の研究と応111
②科学的発見としての新規性の追求
③'1斗地方公此１１１体による土地巡物の造成
④収入を無視したＲ＆Ｄ支'1}の継続
研究開発７節の腱得と年次予算のiiIi化
⑤ｉｉ１Ｉ究・開発に特化した研究員の配Iji
研究員の大学神への'随Ｉｌ１による人|ｲの流動性
⑤企業の指定するハルj先に勤務する技術背
専門技能をiiiiかした多能Ｔ化
イド齢に応じて経営管理職能に転|蝋
⑥プロセス・イノベーションの追求
要素技術のイノペーションの追求
⑥論文発喪．学会報告。国際会識，特許IlN請によるjiJr
規性の確定
(lll所）筆i>f作成。
体の輸送を１１１う物流事業者．lWii<|:なども半導体ilir：
業に関わっている。
しかし，」)l/ｌｆの九ｌＩＩの半禅''１(及び関連産業のり：
隙が，今後，クラスターとして十全に機能するこ
とができるかは、必ずしもlﾘ|らかでない。ノLllIに
おける半導体製造拠点の集微は，ものづくりクラ
スターというよりは、むしろオペレーション・ク
ラスターに近い''''1ｍを多く有しているようにも見
えるからである。こうした'１１１題'１０心から，以下で
は，ものづくりクラスターとしての特徴，半jl9(体
の|)胤発･設計機能，地域内の企業lMj関係という三
つの切り［|からノL州クラス父一の可能性と限界を
検討する。
４．日本におけるものづくりクラスターの発展可
能性
一九州における半導体生産の集積一
なぜ半導体集積地として九州に注目するか
1967年に三菱flilMMf熊本に半il；(体１２場を設けて
以来，九州に半導体工場や関連]:場が集｢|'し，｜ｉｌ
地域はシリコン・アイランドとllliばれてきた。近
ｲ|ﾖになっては，政箙当局を中心にクラスターの議
論が盛んになる''１で．半導体クラスターとして育
成されるべき1111城として注目されている。
確かに，ノL州における半導体産業と半導体関連
産業の厚みには'三|を兇振るものがある。日本の半
導体藤業の全IililUlの80年代において，ノL)11は，’１１：
界１２導体生産の10船以｣二を占めた。２０()()ｲﾄﾞ代に入っ
ても，ノLⅡ|の半導体生産の全国シェアは。数量．
金額共に30％を占めている'7.
それだけでなく，ノLｲｌｌには半導体||U連産業も桐
広<存在する。川111の半導体関述企業数は90fliの
230ｉ|:から99年に`137；|:へと増加し，2003年には約
550ﾄﾞ|:に達しておい，具体的なＺ１ｌ柴緬域もきわめ
て多様である。例えば，半導体製造装置に関わる
分野だけをみても，装置メーカー，雑M'tの部品メー
ノノー、金型メーカー，装置の紳持･筒Ⅲ１１を担当す
るサービスセンターがある。半導|ﾉＭｲ料関連では，
シリコンウェハ，リードフレーム，プリント基板，
化学薬品､プラスチック部材などを製造する企業
がある。なお，｜〔'１路設計のデザインセンター，１１１１
１/)ｊ火のクリーニング業者，不良,Ii111lIjl収業者，半導
ものづくリクラスターとしての可能性と限界
ノＬ１ｌＩにおいては．かつて鉄鋼，化学などの索イイ
型産業．そして，伝統的な機械旅業の比IEが高く，
こうした藤業に携わってきた企雛のうち，半導体
関連の事業に新規参入したケースが多い＿Ｏ 
特に，多くの企業が半導体の実装事業に集il1し
ている。1999ｲ|ｉに，半導体|刈述企業437社のうち，
363社の83.8(〃が実装企業であ(〕，同じ437事業所
のうち，地場企業比率が78％に達している。もち
ろん，当初から半導体実装企業がﾉLｲI{に多く存〈Ｅ
していたわけではない。分ＩＩＪ〔い実装企業群は，３０
年余りにかけて｝地場企業が新川i参入してきた納
果である。つまり，長い期|Ｈ１にわたる既存のもの
づくり技術の緋積があったからこそ，半導体ﾘさ装
技術が九州半導体クラスターの技術的強みになっ
たのである。そのｌｌＷで，ノL州のものづくりの伝
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9２ものづくりクラスター(ﾉ)１１｢妹ｆＩｉと肝jkll'ｌｉ－グローパリゼーシニ】ンと)Ｈ１的商庇化一
に「シーサイドももち」のjll1nを|Ⅱl船し，その中
に先端ｌｉｌｉ州産ﾙﾋﾞllu点「Willhilソフトリサーチバーク」
を述設した。その後，Itiilll1I1iliは，ノLｲⅡに進lI1して
いた人乎企柴にl1ilパークへの移転を働きかけ，９５
年から96〈|:にかけてＮＩｉＣ，ｉ;<｣皿．松1〈電器産
業，｜]]ｿ:製作iﾘ｢などが'１|次いで１１１パークに入居し
た｣』。よって．１２禅休設計機能が－つの地域に集
[|Ｉするようになった。さらに，ソニー本体から分
離１１lい〉:されたソニーセミコンダクタノLlllは，
２０()１年,111に，設計部lMlを含めて本社を「桐岡ソ
フトリサーヅ･パーク」に〃!|りくした。
産業クラスターの競ｲ}ﾉﾉが，コアとなる「産業」
を術成するアンカー企業のイノペーションノノに依
存する』)と仮定ﾘｰれば，ノLlIlのコア'’１１業の半導体
及び関述jliEWtで，アンノノー企推に当るﾉ〈手電子企
業の設計機能が強化されることは，クラスターと
してのiliiみに繋がる仁述いない。
しかし，こうした設計機ｉ１Ｉｉのjlii化を過大評価し
てもいけない。まず，殻計の機能強化があくまで
一部の狐,１，１１，の設計に限られている。例えば、前述
のソニーヒミコンダクタノL州が設計しているのは、
主として(〕Cl〕（fWInWi合索イ･）であ()21，他の主
ﾉﾉ12脚(,ｌｉ製,!Ⅱ１，の設計は11,1水で行われている。また，
試１１;・設計が水i(|:から〃徹されたといわれる東芝
｣ﾋﾉＬｌＩｌ]:場(ﾉ〕｣腓介も，？}ﾐﾉﾉ製,'１，１，はアナログデバイ
スであり，それ(ﾘ〕え，試Ｉ１;･；没iilもアナログデバ
イスにＩ！!(1)れろ。ノリ{|が先端1(ill(体の設計拠点と
は言いがたい。
ノリ(lには，」'2導体アプリケーシ了'ンのfi力な開
発拠点がnYI；しない。ノLｲﾄ|に池ｌＩｌしている家電，
E1lli1jTl〔の]:場は，」'４導体のｲTﾉﾉな需嬰先であるが．
こｊｌらの家111や'二1助『|〔の］:場は、｜Ⅱ|苑拠点ではな
い。それは，半禅休の|＃１発，識計機能の向上を妨
げる喚lklであり，ＭＡＩ)2003のアンケート調査に
｣見れるように，ノL州0ル'2柳(ｲﾐⅢljlll企業のうち，商
,７，企ＵｌｊＩ１Ｆ１１ｌ１１,'''１発，l1W1IiI1識計、誠１１;･iili11ii11化機能を
持つJ|雛1ﾘrが，いずれも３{W11iii後にとどまってい
る』；こととも深くIlU係する。IIMllWl苑機能の弱さ
というノL川12禅体旅樂の11,.いIl1IIKlがまだ解決され
ていないのである。
統が，半禅(′|wﾉﾐ袋Jli錐，突焚技術にjjlき継がれて
いるといえる。
ものづくりの伝統は，ｊＩ２ｉＡｉ(体だけでなく,製造
装置にもり|き継がれてきた。というのも．金型メー
カー，’1'織機'１１(メーノノーなどが，それまで；|:内に
蓄積された'１'i密"1｢[技術をi1Wllして半V1(体製造装
置事業に参入してきたからである。そこで，IlJ核
の産業こそ1,1,1なるが，「民'''１企雛=lijW(で製造業志
向のクラスター」としてｲj望なfﾉ111,.%1クラスター
とほぼlTilじような特徴が，ノL州のクラスターにも
現れている点をﾘｉｉ調しておきたい。
ただし，従来，１２導体ﾘ<雑技術は1(柳休技術の
中で傍流であって，2000〈|:以降にみられる携帯端
末の小型化・Bi./i迎化に伴ってそのｉｉｉ硬性を高めた
が，今後．」'2押休のzi2要滞嬰$ｌｌｌ１ｌｌの|敞成変化によっ
て実装技術の111【喚性がiliび後退するiII能性もある。
また．ものづくりクラスターとしては、プリント
基板，メッキなどの技術の架{'１(がまだｲﾘlLしてい
ることもIH1MIM(として指摘できる。
半導体の開発・設計機能
日本のﾉ〈手｣IAiH(体メーブノーが?l1W1ﾉLｲ１１にi(ljlllし
たのは製造槻能をﾉ}とめてのことで`li)り，そ(ﾉ)ため，
|)；１発や設計lMiilliのliiljlll城への移竹はかなり遅かっ
た。九州の〕ﾄﾞiW(休染ｈＩｉがオペレーション・クラス
ターとしての色彩をM1<していた－つのlll1lllでも
ある。
しかし，その後，il2iAi(体]:場にロＪ１<ツトや無人
搬送111が多1M(導入された１，-'２，１t禅休の製造にか
つてより水を(Iljわなくなるなど，Jl2U1((ｲﾐ製造拠点
としてのﾉL州のメリットはリリ<なった。それに対
応して，半iW((ﾉＩＳ各i(|:は，九州にも生ｌｌｌｉ技術の研究
開発を移管し、｜mi1IlI1城における１２iA1【体Iil｢究llH苑機
能を強化した。とりわけ，Ｉ()9()(|【代以降，生産現
場におけるＩｉｌ１究'１１１発シフトが大きく進み，前工場
や一貫]:場のlWiラインの血上げにはＩｌＩ兜|Ｈ１苑スタッ
フが常駐した９０．１|〔芝北九州］:j易のように．２００３
年に開発センターをWi設し，試作，微iil機能の一
部を本社からﾉL州に移笹したケースすら｣ｌｌれた２１．
また，」[１１ﾉﾌﾞliIifi体は，大ffiiT･メープノーの同地
域における識計樂扮の強化を働きかけた。代表的
な例がWWlIW7i地の「WiilMlソフトリサーチパーク」
である。1982('2`１１１に桐岡iljは，lI1Ililil良区igi地
地域内の企業間関係
ノL州において，ものづくりのlji銃が半導体の製
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造技術，製造渋lriの技術に!'：かされていることは，
実は，大手のＪ１〈ｉｎ(''１(企業やｊｌｌｈ抑｛|〔製造災111t企業が
地場に'１小企業と結んだ緊密な企業|ⅡⅡⅢ係に負うと
ころが大きかった。’１ﾉﾘえば，九州(こ進lllしたﾉ〈下
半導体メーノノーは，多くの場合，ｌｔｉＨ(休旅業とは
無縁であった｣U1場企業を後]:11,1の１１１い二Fとして育
成した。それに、〈Ｍ'1メーノノーが半川ﾉ|《製造装置
事業に参入したpMXな契機は，ノLIIllに進lllした人
手半導体製造渋ilJlメーノノーのLlni〔エレクト[二】ンが，
一部のご[WI1を｣111場企災にアウトソーシングしたこ
とであった。
最近になっては．下請企業が'''1iiK企業化１－るこ
とによって。ノ〈企業への従Iujill1なllU係から１１Ｍ]し，
地域内取り|ネットワークの形成に貢llj“ていろ。
従来そｵlほど兇')れなかった，ノLｲIljlljPlM1のり｢Lを
またがる企業'''１取り|も現れつつある。なお，ノリ{ｌ
内の企業llllのＩ{i繁な取り|関係は，Ｉ(1Ｍ２の製造企業
に限らない。ＩＭに述べたように，半馴ｲﾐﾒｰﾉﾉｰ
が九ｲ{|地域での設丁il機能を商める/i二めにﾀﾅﾉﾙて
きたが．それによって．企業内の設計エンジニアー
のブールがＷＬ１ｉ「になり，’'１には，ＷＴ/こなペンチャー
企業を立Ｉ)｜:げてスピンアウトする1(柳|ｲﾐ設計･エ
ンジニアーも||'てきた。こうした半Ｗ((,|端１１計ベン
チャーの三l｛たるl(W)|先は元のly体のﾉぐr12jW(体メー
カーである例が少なくない。リミ際に、北ノリⅡ学術
研究都Tljに進Illしたペンチャー企雛の''１には．大
手半導体メーノノーの－１〈請を行うシステムLSIの
設計企業が多いと言われる鰯。
このような企漿'１１１１(H『)|の11ﾘﾉ|ｲﾘは，クラス須一と
しての発展niiili性を示唆するようにＷ〕れる，た
だし．しばしばl刷耐されるように、ｌｊｉ(;ルセクラスター
の発展において企業'''１競争がＩＭｌｌである野点を考
慮すれば，企業'''111Nﾘ|に』(''''1に企堆'''１艇ｲﾄを組み
込めるかが，今後のノリ'１の｣'2柳休クラスターの発
展戦略の一つの鑓になろう。
ンブリー・メーノノーよりもむしろ一次サプライヤー
の11W)||肺jui仁依ｲ“たものである．ただし，アメ
リブノ，ドイツにおける|当Milj1|〔部,Ｍ１(j)|の分業構造
についてのＩＵ１究が少ないことから，この仮説が日
ｲﾐに|凸1〈jなものであるか，あるいはＩＩＩｆ廻的なもの
であるかは，今後の諜題として残さざるを得ない．
第一:に．トーＪタを'''心とした｣l：llil特許の取得に
は１節小|で示した「組織機能の統合化」の事例
をみることができる。水I伽２iiniにみた)し|両I特許
の取得をﾘll1i1として、企堆絲１１１のさまざまな分野
が，ｌｉ｢&終｢1Vには，トーlタというつのii冒業に集約
されていく。本稿で「ものづく()クラス須一」と
lllzんだのは，こうした統合化のI11iliiである。
こうした01'１ｍiと比較すれば，；{|縦機能を分散化
させ)!'い7:した企雛'''1の技術取り|を促進させていく
｢ネットワーク・クラス梗一」との述いをＷ}暗に
みることができる。シリコンバレーを「ネットワー
ク・クラスター」のりＩ型としてみると，企業は研
究ｌ１ｉｌ苑業怖を含めて，多くの業ﾘﾘﾅをできる限りア
ウトソーシンクしようとしているように見える。
この点は．たとえば，｜:illjjlIl域が「|＃１発型クラス
ター」として，１i叶究・'1M発拠点を統合させていく
ことと!(111!((的である。
鋪三に，「ものづくりクラスダーｌには、Ｉｌｌ心
的企紫がｲｱ/{;し，その企災とのⅡil【1|＃|発，地域内
分業を皿じた技術の継続性がある。その意味で，
九州の12Ｗ((,|〔クラスターは．いまだに「分１場」
の染iI1(であって，’''心ｉ１１なＩｌｒ/Ｙ・'''１発を担う分野
がｲ(足しているように思われる。
今後の課題
本ＩＭＩでの|仇討をj、じて，今後のＩＵＩ充課題として
残された分野がいくつかある。
鯏一は、リサーチ・パークの111(簸的〈i効性の評
価である。リサーチ・パークを『''１１Ｉしたﾉ〈学と企
業とのllr;学141r述搬も，l1tVIl各１１１において広範に観
察される試みではあるが，その111(簸的iiWmiは定まっ
ていない。
ｊＩｉツーに．｜』際ｸ)業をiii提とした多l1il輔企業によ
る'1Ｗドクラメ批一への］:場立llllと，多国篇企業を
『''心としたクラスターの11｢",|(という－･対の現象が
ある。そして．クラス挽一に立地した多国籍企業
が，ｌｌｉｌ際的なネットワークを|怖築していることも、
むすび－実証分析から導かれる新たな仮説一
事実発見
本稿は，ものづくりクラスターllHljYの条件とし
て，次のような111実を苑兇した。
第一に，部,１，/,liXﾘ|といった物(1VなＩ|ｲにかかわる
企業間分業|Ni造がjlll域的に凝り:するのは，アッセ
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大きな研究課題であろう。
第三に，そして，より|ﾉＷＭＶに本稿の分析対象
に限定して言えば，クラスターを抱える日本にお
いて進行するイノベーション|i)}究のあり方に，ひ
とつの示唆が与えられているとみることもできる。
第３表⑥に記減したように，ものづくりクラスター
で進められていることが，たんなる「プロセス．
イノベーション」ではなく，「喚索技術のイノペー
シニ'ン（i】movationo「ｔ(!(，llI1ology(Dlem(mls)」
と呼ぶべき現象鴎であるように思われるからで
ある。
本稿の分析対象が，｜当|肋J'I部I'W,取り|と，自動車
関連企業ＩｌＩ１でのjlili1特詐取１Vし，」l2jJfl(体生産にあて
られたことは，偶然ではないのかもしれない。そ
こには，’二１本企業の|､際競イリjが，斬新な新製品
開発や，生産過樫のイノペーションのみに支えら
れているのではなく，「要素技術のイノベーショ
ン」に壷i)|されていることの証左をみてとること
もできる。最終製ｌＶ１をW#成する部,ｌｉＴ１１とその製造方
法，あるいは，部１１i},の製造ﾉﾌﾞ1ﾉiに関わる製造技術
に関する研究||｛1発が，’１本の「ものづくり」を支
えている。この認識がなければ，ujI際競争ﾉﾉをめ
ぐる議論は，jliなる熟練形成やチーム生藤の維持
といったＩｌＩＩｍｉに熾小化されてしまう。
要素技術のイノペーション能ﾉﾉは、ものづくり
クラスターを支えるjK雛となっている。この仮説
も，また，今後のﾘﾐ証を待つべきものである。
調査フォーマットをllIii1に準備した分業体制をと
る調査には，多くの研究ffによるj1il両I研究の事例
があり’そｲ１１:I(ｲﾐ所しいものではない。
３ニオｌらのｉｊ１査では，ｉﾉi政大学経営学部教授・柳
沼寺（2006ｲ121M/{;iAlli(大学j1llｴl{）と共同で調査を
行った。
４札'幌調査では，横ilil11W:大学大学院研究員・満
都|場而l氏(ﾉ)訓li1tllI）jを１Ｗこ・’''１台調査では，法政
大学人学院|(V」:ii1l1{Ｍ－ｲ'２，後滕哲郎氏の調査協力
を得た記して感６Ｍしたい。
52006ｆｒｌ１１５１１および６１］には．111崎市におい
て合宿を行い，本稿の１１;（型となる研究報告と討論
を行った。
６第Ⅲ部，鯛３章，（)ltll(,RiseaI1(lProgressof
（)iti(､s8lIl(’’１１owlls，altcl・ｔｌｌ(ｐＦａⅡｏｆｔｈｅＲｏｍａｌｌ
ｌＥｍＩ)ir(９，およびliil,朔４ilf・ｌｌｏｗｔｈｅＣｏｍｍｅｒｃｅ
ｏｆｌｈｅ’lWownsColltl･il〕111(ｘｌｔｏｔｈｅｌｌ】11〕ｒｏｖｅｍｅｎｔ
ｏｆｔｌｌｅＣｏｕｌ１ｔ１．Ｖ．ｆた，断水の「集中」と「集積」
という概念の雌)'１１を説いた１１１ﾘ1派経済学にも空iH1
m次元がとりこまｲ[ていたことになる。
72005ｲ|:Oj1，尺野倫文・行水勢!iモ・洞口治夫の
訪１１Ｉ調査による，
８松烏［2005］は，｜|ﾄﾞl1jUiLlI1生Tli，太}}1市および
大H1Ⅱ｢のi)1;業とi1i1lllの1li1jlllを産業慌造の多様性と
いう観点から分'１『をDllえている。松島［2005］は，
「産業術造の多様fli」がjul域経済の「頑健さ」につ
ながるという考え方を提7]《している。この意味で，
これらの地ﾉﾉは，riiなるオペレーション・クラス
須一ではなく，むしろ．後述する「ものづくりク
ラス拭一」に近い性ﾄﾊﾞを色複く有している。他方，
天野［2005］でＭＩｉしているオペレーション・ク
ラスダーの範ｲﾄﾉﾉのilIji泉は産業集硫が提供する
「尚源の蜘椣」である。
９１州１－チ・パークが企堆'''1分業や輪'１１市場など
の糸|'|:を('１|iえていないとすれば，これらのリサー
チ・パークがクラス例一として果たしている役割
は''1か。いわ↓O)る「ii1i物｢｢111(」の産物として，連
搬のない1i昨Au樅'19(ﾉ)ノノッニ]づき「集ilii」となる可
能性はないか．リサーチ・パークのコスト・パフォー
マンスをどうilll定するのか。かりにii1l定方法がな
いとすれば，111(1(1)汽金の投入についてのコスト・パ
フォーマンスを評(１Ｍiできないことにならないか。
ｕ｣二のような諸課魎に|u１審するには，）ｌＩＩ稿を準備
１２００`ｌＩ１２１笠から|」本学術胸i興会科学研究賀補助金
iZL盤研究（Ａ）の支給をi（}て「旅瀧クラスターの
知的高度化とグローパリゼーシニ'ン，（課題蒜号：
16203022）を研究テーマとするlⅢ}究グループを細
織した。2006lli度まで(ルミヵイ|:のｌｉⅢ究プロジェク
トであり，水橘は，その成川Lである。2005〈'２度よ
での中|Ⅱ]報告を士とめ、ノ11〔終〈|渡にl(,1けたグルー
プ内での怠兇交換と(iルハiⅢ1心の「擦り合わせ」を
行うためのたたき台を捉''１１．ることが，水if,ｉＷ)課
題である。
２フィールド・リサーチの技法については，小池・
洞口［2006］を参１１((ざｲ'たい．本稿で孫)Ⅱしてい
るような４人以｣このグルーゾによる''１１題発見型の
調査は，その効果とIjIUW)点で．いまだに研究方
法ｋの空白となっていることがわかる。もちろん，
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経111志ＩＩｉ第`１３巻２}｝２０()Of1ﾐ７１二１９５
ｌ６この点に-〕いては，たとえば，Ｗ「［1988］を
参照されたい：
Ｉ７この点に〕いては，日本1M(莱投満銀行ﾉL州支ノル
南ﾉL1Il丈ｌ１Ｉｉ［2004]’２ページおよびlll崎朗・ノと|Ｉ（
薙編［2001]’１０ページに依拠している。
182003〈'2の企業数は．iFiIiill人を【''心とする国際’１k
導体{j〈鍵ワークシヨツプ（ＭＡＰ）2003年で実施さ
れたアンケート結果による（llｲﾄjl法人九ｲ||産業ｉｌｌｊ
性化セン侠一［2004]，１０ページ)。
ｌ９１ｊＩ束;||ﾐｲﾄﾞ編［2003]，174～175ページ。当初，1
場の「l側｣化は後１程からｌＩＩｉ進されたが，後1三'111の
自動化にＭＩｌｉを切ったのは．ノLⅡ|の半導体1蝿で
あった．
20111崎川・友殿雅編［2001]，８２ページ。
２１１１lliI1法人ﾉL州産業活性化ヒンター［2004131ペー
ジ。
２２「1本政;｛〔投尚銀行九州文ｌＩｌｉ・南ﾉL)'１支店［2001]，
８２ページ＝た野倫文・金容1唖・洞｢|治夫［2005]，
１２ページ⑪
231111吋朗［2Ⅱ()5112ページ。
２４天野倫文・金容度・洞[1滴ノミ［2005]、２１ページ。
２５財IJ1iﾉ:人ﾉLｲ||産業活性化ヒンヌー［2001179ペー
ジ-
26犬野倫文・金容度・洞'三1ifりく［2005]’６ページ。
27111111↑則・皮景縦縞［2001]，１３ページ．および．
石)倉洋二ｒ・藤lll高久・前ⅡＩｙＩ・金)|－輯・’１１崎朗
［2003]’４()～47.66ページ。
２８婆索技術(ﾉ)イノペーションについては，ル１１１
［2006］を参ｌｌｉｌされたい。
する必唆がある。
]Ｏ洞口は，200(i<Ｆ２月27｢|に｜:iilj交皿大学を視察
し，その隣桜地にある科学技術|<dlXにｌｌＬ，イン
テル，花王など(ﾉ)liⅢ究開発セン棋一が１９/:地さj'て
いることを砿認した。
II洞口は．２()()Ｉｉｲ|:３月17,にシンノノボールlIil立ﾉ〈
学起業家セン徴一・テクノブルスアーシッブ・プ
ログラム・マネージャー（Ｔ('｢}】l1ol)lTneuTshil）
Ｐ'･〔)91･ａｍＭａＩｌａｇ()1,,NationalUlliwl､sitｖ()ｆＳｉｎｇ－
ａｌ１(DreEntr〔11)'･(IIlcllrshil〕CcIltr(p)。バトリック・ク
ワンペン・チフ'ン（PatrickKwllng-l，(PIDgClいＮ）
氏にイン役ビューを行った.アメリカ，東南アジ
ア，ヨーロッパ。オーストラリフ'の起業家による
ビジネスブラン・ゴンペティシニ]ンが企画されて
おり，工学部(ﾉ)大学教授によるＷｉ学迎携もH1iんに
行われている，という。
１２ポーター（P()Tl(､1.,1988）邦訳１１１ページには．
次のような説lUlがある。「言語がｊＬｊｍで物理的なyli
雛が短く（たとえば。事業拠点のあいだが200マイ
ル以下程１座)，iAiltなどの制度が噸１１札ており．［１
場・投資障壁が(l【い鳩合には、クフスターが政ifi
的な境界を越える'１｢能性も高くなる｡」すなわち，
ポーターは200マイルという距離をひとつの指標と
して認識している。言い換えると,『i迎迫路を高迎
でﾊﾞﾋﾞばして211IrlMl強程度が想定されていることに
なるが，「|本の旅業集磧を見る限り，「rl動TlIで２
１１fllil」というのは極めて広いクラス須一が定義さ
れていることになる。本稿第２節でみるように､
lIli三河地ﾌﾟﾉでＩＬる'１１り「日Iji1jT|(で30分ｉＩｌ１度」ある
いは「111ｹﾞＩｌＩ１ｕｌﾉﾘ」にクラス狭一がｒｉＹＥするとい
う実感がある。
１３豊lI1TIjからみた輪lll71i場，ｉｉｌ外投了T拠点のサポー
ト，海外での研究|淵発拠点などの「リンク」の形
成は，クラスダー形成の必須糸I'|:か，卜|帯条件か，
という問題もある。
１４２０社のプロフィールについては(l炎輔ｌ表，そ
れぞれの企雛の本社ﾘﾘ『布地(よ付Ixi輔ｌ図を参!(((ざ
イ'たい。Ｆド|:と除いて，ほとんど(ﾉ)ii冒業が愛知ﾘｉ１
ｌｌｌｉ部からに染'|'している。
１５本稿の作成にあたって．研究ljWL(ﾉ)｢'１１１１を御許
ｎｍ(いた藤本雌Ｚｉ４〔京大学大学院締Ｉｉ１ｆ学研究科教
授及び具承杣〕;(都産業大学経`M↑学部ｽﾞﾙ師に，記し
て感謝したい。
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付表第１表二次サプライヤー20社のプロフィール
水社所在地
蝋剛！｢l1Ili春日井1iＭ
愛知県名古屋市緑区
鑓知県安城T１Ｊ
愛川ﾘ『L豊橋市
趣ＫＩＩ県i1Ii春|｣丼1１１１
iIl1奈川県川崎市
甥Xll県台古屋ilT緑区
趣jⅡ|ﾘiMlii1崎ilプ
遡知県知立市
煙XⅡﾘﾑﾊﾞ'|谷市
遡知県豊lHT1j
鍵知りi(門古屋｢|j北区
愛川県X'|谷市
鍵知県豊川市
鍵知県豐Ｈ１市
避Xl1Uil豊|H市
避知県安城TＩｉF1 L」
1963年 蝿一噸｜酩
通kl1県一宮市Ｍ｜弛一川
LOO()万l1l
LOOOﾉﾌﾞ111 1970年
1964年
盤ｉｌ１Ｕ,l豊ｌｌ１Ｔｌｊ
甥kllﾘﾑ海部郡1,000万''１
（lll所）松島茂［20051)］「企業IH1関係：多層的サプライヤーシステムの構造一
自動車旅業における金１国プレス部IViの２次サプライヤーを中心に＿」
工藤章．IIlillll代I1ll・グレン.、．フック編rii2業体制（上）現代｢１本
企業第１巻Ｊ１).276よりリ'111．
付図第１図二次サプライヤー20社の本社所在地の空間配置
，-参一／、，蝋,ｆｕＩ１〈／'ＷＬ－Ｕ－Ｌ１、汀／…－１－－～ｒ ｌＴＬ Ｎ 〈 蝋川県／'ルバハパljiiw,iM跡Ⅶ‘／ ぷ（Ｒ ｕ■フ徴パ産継Ｆ 
Ｗ～ﾊ■Ⅱ（… ＿ﾉﾙｰ｣－ 
/一一~
(|Ⅱ所）付表第１災にもとづいて松島が作成二ILlし，}､ド|:の本社所在地は神奈川ﾘ,（
川崎TITであり．本lX1Fの位置は愛)(Ⅱ県における］:場所在地である。
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